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まえがき

本報告書は、独立行政法人国際協力機構の委託を受け、財団法人日本障害者リハビ

リテーション協会が 1983年から実施している「リハビリテーション専門家コースJ

(2004年度「職業リハビリテーションと障害者の就労コース」に名称変更)及び「障

害者リーダーコースjの帰国研修員のニーズを把握し、そのニーズに対応した支援策

を検討するために、 2004年 4月から 10月にかけて実施した調査の結果をまとめた

ものです。

本調査は、上記2コースの研修受講者全数を客体として、帰国研修員リストの作成

及び現在の情報確認、ニーズの把握を行いました。調査結果に基づき今後のフォロー

アップ支援の一方策を提案しています。

本報告書が、国際協力の一環として行われる研修制度及び発展途上国の支援策検討

の基礎資料として幅広く活用いただければ幸いです。

なお、本報告書には帰国研修員の個人情報に関する資料も含まれていますので、そ

の取り扱いに十二分にご留意いただきたいと思います。

おわりに、この調査の企画及び実施にご尽力いただいた検討委員をはじめ関係各位

に深く感謝するとともに、今後一層のご協力をお願いする次第です。

平成 16年 10月

財団法人 日本障害者リハビリテーション協会
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I はじめに

障害者リハビリテーションに関するわが国の海外協力は、 1981年(昭和 56年)前後から計

画的に拡大されてきました。

日本障害者リハビリテーション協会(以下「リノ、協」という)においても、国際協力機構(以

下 fJICAJという)からの委託事業である「障害者リハビリテーション専門家コース(以下「専

門家コースJという)及び「障害者リーダーコース(以下「リーダーコース」という)につい

て、開始以来約 20年にわたり海外研修員に対する研修を実施し、 400名近くの帰国研修員を

輩出してきました。しかしながら、これら帰国研修員に対するフォローは十分行われていると

は言いがたい状況にあります。帰国研修員の中には個人的に事務局と連絡を取り合っている者

もいますが、多くの者は、その後の消息、居所さえ把握することが困難な状況にあります。ま

た、研修終了後、自国と日本との経済状況等のギャップに悩むものも少なくなく、日本での研

修の成果が十分に発揮されない、あるいは出来ないケースも多々あると聞いています。

そのような状況を打開していくためには、帰国研修員の現状を把握し、彼らの悩みや問題事

項を共有するとともに、現地のニーズに基づいた方策によるフォローアップがその解決の手段

としては効果的であると考えられます。

フォローアップ事業を実施することにより、研修事業の成果や効果の把握及び今後予定され

ている帰国研修員の事業実施のための助言や指導を行うことも可能となります。また、研修員

の意見や要望を聴取し、今後の研修事業に反映させることも可能となります。将来的には、帰

国後活躍している研修員を通して、日本との更に強力なパートナーシップの構築や当該国間の

関係促進ともなりうると考えられます。これら連携関係の構築は、在外 JICA事務所との連携

も必要となることから、国際協力事業の円滑かっ効果的な実施に資することにもなります。

以上のことからして、政府開発援助の有効性を確保するため、フォローアップ事業を体系的

に実施していくことは、喫緊の課題であるといえます。事業の実施に当たっては、当該国の実

情を十分に勘案し実施されなければなりません。そのために、障害分野における有識者の意見

を取り入れつつ、上記 2コースの企画委員、海外支援を行っている当事者及び NPO等民間機

関の協力を得て、検討委員会を設置し事業を実施したものであります。
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E 事業内容

1.事業実施期間

平成 16年 4月 7日から平成 16年 10月 31日

2.検討委員会の設置

「現況・ニーズ調査(アンケート調査)J及び「ホームページコンテンツ開発」業務の実施

に当たり、当協会へ助言を与える検討委員会を設置した。

検討委員は協会から委嘱した。

(1)委員委嘱期間 平成 16年 5月 10日から 10月 31日まで

(2)検討委員

上 野博:JICAリーダーコース企画委員長、リサイクル洗びんセンター総務部長

小俣 典之 :FHCYアジア障害者パートナーズ代表理事

寺 島彰:JICA専門家コース(現・就労コース)企画委員、浦和大学教授

中西由起子:アジア・ディスアピリティ・インスティテート代表

山口 和彦:JICAリーダーコース企画委員、ロゴス点字図書館副館長

(3)オブザーバー

中野 勉:JICA人間開発チーム主査

木下真理子:JICA人間開発チーム(専門家コース(現・就労コース)、リーダーコ

ース担当)

二羽泰子: fI 

上野悦子:!Jハ協国際協力専門職

(4)事務局

東山 文夫:リハ協会事務局長兼企画研修部長

奥平真砂子: 企画研修部研修課長

和山貴子: fI 研修課

滝沢彰子: fI 研修課

中谷桂子: H 研修課

(5)検討委員会開催日

(検討委員会の詳細については、別添資料 7事業実施経過参照)

第 1回:平成 16年 5月 12日

第 2回:平成 16年 9月 3日

第 3回:平成 16年 10月 20日
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3.現況・ニーズ(アンケート)調査

(1)帰国研修員リストの作成

専門家コース 206名 (1983年度から 2003年度)

リーダーコース 168名 (1986年度から 2003年度)

合計 374名

(2)現行情報確認

アンケート調査表を郵送し調査した。(内容は別紙のとおり)

4.ホームページコンテンツ開発

( 1)提供する情報の検討と作成

-基本情報として'

① 「日本の障害者福祉の概要j の作成

② 「障害関連分野 38の法律」の作成

(2) コンテンツの英訳・校正

上記の「日本の障害者福祉の概要」及び「障害関連分野 38の法律Jの英語版作成

E アンケート調査・分析結果

今回の調査対象は、専門家コース 206名とリーダーコース 168名の計 374名である。そし

て、 10月 31日現在の回答者数は 108となっており、内訳は専門家コース 53名、リーダーコ

ース 55名である。その回答結果は、以下のとおりである。

1.配布・回答の状況

グラフ1:地域別対象者率&人数 グラフ2リーターコース最近5年の人数率 クラフ3:地域別対象国率&回数

14名 (4%)

308名 (82%)

計:374名 凡例

ロ アシ7太平洋

圃アフリカ

図中南米

国 その他
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専門家

コース

リーダー

コース

平均

0% 

全送付数の 82% (374通中 308通)はアジア太平洋地域である。(グラフ 1参照)

これはコース開始当初、アジア地域からの要請が多く、専門家コースにおいては割当

国の要望を、アジア太平洋地域に絞っていることも理由に挙げられる。

リーダーコースにおける最近 5年間の研修員の地域別比率は、グラフ 2のようにアジ

ア太平洋地域以外の中南米、アフリカ地域からの研修員が増えていることが分かる。

対象の約半分 (55か国中 24カ国、 44%)がアジア太平洋地域である。(グラフ 3参照)

グラフ4:コース別回答率

20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100% 

コース別に見ると専門家が 206通中 53通 (25.7%) で、リーダーが 168通中 55通

(32.7%) となっており、リーダーコースの回答率が高い。 (j"'j74参照)

地域別では、中南米の回答率が 29通中 13通 (44.8%)と圧倒的に高い。 (j"'j75参照)

アジア太平洋地域の回答率が低い理由として、 ODA卒業国となった韓国や香港、シン

ガポールからの回答が少なかったこと、調査票が手元に届かなかったこと、宛先不明

で、帰ってきたこと (45通中 39通は、アジア太平洋地域)、及び転職による住所移転な

どの影響も考えられる。帰国後、転職した帰国研修員数は、専門家コースは 22名 (42%)

で、リーダーコースは 27名 (49%) だ、った。

2.研修後のプロジェクト・活動

この項目の質問では、 JICAとの連絡の有無や帰国後の活動について聞いている。各質

問について、多くの回答者が「はしリと答えている。帰国後実施したプロジェクトについ

ても丁寧に答えている。(資料5参照)
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表 1 :活動・研修後のプロジェクト

質問 コス lまし、 いいえ 未回答 1

現地JICA事務所にコンタクトを取ったか?
専門家 32名 20名 1名

リゲ 38名 16名 1名

過去の JICA研修員と連絡を取っているか?
専門家 34名 19名 0名

リゲ 43名 10名 2名

帰国後、 JICA研修の知識を役立てたか?
専門家 48名 5名 0名

リ-r- 49名 5名 1名

現地 JICA事務所やこの研修員と連絡を取り合っている理由として最も多く挙がって

いるのが、情報収集である。

両コースともに約 90%の回答者が、帰国後に JICA研修で得た知識を役立てたと回答

している。(表 1参照)

知識の役立て方については、両コースから多くの具体例が寄せられたが、特にリーダ

ーコースの帰国研修員から、「人権・機会均等・社会参加の促進」が 10例、「団体の設

立・強化」は 9例、「研修の実施及び人材の育成jが22例挙がるなど、「当事者ならで

は」の活動を活発に続けていることが伺える。

3.インターネット環境

インターネット環境については、予想していたより多くの研修員が「アクセス可能」と

回答している。(専門家:53名中 38名、リーダー:55名中 46名)しかし、両コースとも

にスリランカの研修員の多数が「アクセスできなしリと答えており、将来的にも「財政的

な問題でアクセスできなしリと答えている。

インターネット接続スピードを問う質問は理解できなかった人が多いようで、「速し、」と

答えている人もいる。接続できている人の多くが事務所でアクセスしていることを考える

と、自分の接続環境を知らないこともうなずける。

しかし、ネットによる情報提供を希望するものが多く、その内容は以下のとおりである。

表2:求める情報の種類(重複回答あり)

項 目 専門家 トゲー

世界の障害者事情 38名 45名

最新技術情報 32名 41名

新しい日本の障害関連制度、法律 23名 32名

JICA帰国研修員によるプロジェクト実施例 30名 40名
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JICA帰国研修員間の情報交換 35名 42名

研修・セミナーの情報 41名 49名

資金援助の情報 41名 49名

JICA情報 32名 39名

その他 12名 11名

4. ニーズとフォローアッププログラムへの期待、及び将来計画

ニーズ、と期待、及び将来計画は記述式で回答されているので、 KJ法(注)で分類したと

ころ、それぞれ4種類のカテゴリーにまとめることができた。

内容としては、インターネットの普及を背景に、両コースとも世界の障害者関連の動向、

日本における最新の障害分野情報の入手要望、帰国研修員間での情報交換・交流、実施プ

ログラムの紹介、及び連絡先入手の希望が多く寄せられた。

注:川喜田二郎氏(元東京工業大学教授、文化人類学者)が考案した創造性開発(または

創造的問題解決)の技法で、川喜田氏の頭文字をとって KJ法と名付けられている。ブレ

ーン・ストーミングなどで出されたアイデアや意見、または各種の調査の現場から収集さ

れた雑多な情報を 1枚ずつ小さなカード(紙片)に書き込み、それらのカードの中から近

い感じのするもの同士を 2，3枚ずつ集めてグループ化していき、それらを小グループから

中クやループ、大グ、ループへと組み立てて図解してし、く。こうした作業の中から、テーマの

解決に役立つヒントやひらめきを生み出していこうとするものである。

(1)ニーズとフォローアッププログラムへの期待

グラフ 6の4種類のカテゴリーについて説明する。

* 情報・交流:最新の世界・日本の障害分野の情報を手に入れたい、帰国研修員

が実施しているプロジェクトを知りたい、帰国研修員と連絡を取りたいという

ものを 1つにまとめた。

* 研修・訓練:フォローアップ事業の一環として、上級者向けの研修を希望する、

あるいは、帰国し活動するに伴い、ニーズが出てきた分野の研修や技術支援を

JICAに実施して欲しいというものを 1つにまとめた。

* 支援・援助:機材購入や施設建設支援、資金援助などを 1つにまとめた。

* その他:上記の 3分野以外。
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50 

40 

30 

20 

10 

。

グラフ6:ニーズと期待(重複回答あり)

42 

情報・交流研修・訓練支援・援助 その他

① 専門家コース

凡例

. 専門家

口 トゲー

研修 ・訓練では、研修コースで得た知識を高めるためにフォ ローアップ研修希望の声

が多く挙がっていた。

支援・援助でも、大きく分けて技術支援、運営資金援助、機材供与(コンビュータ一

機器) に分けられていた。

② リーダーコース

情報の中には、 世界の障害者関連の動向、日本の最新の障害者施策、 制度、法律、 JICAI

リハ協の研修プログラム紹介 ホームページの立ち上げ、帰国研修員聞のネットワー

クの構築も挙がっていた。

交流の中には帰国研修員聞の再会や、情報交換を希望する声も多くあった。

フォローアップ研修や補装具の技術研修などの要望があった。

支援・援助は、技術支援、運営資金、機材供与(コンビューター機器、点訳機材)に

分けられるが、これから立ち上げるプロジェクトに対して支援・援助を求めるものが

多かった。

(2)将来計画

表 3:将来計画内容

項目 専門家 リーダー

施設・団体設立 14名 14名

フ。ログラム/プロジェクト実施 22名 26名

ネットワーク構築 0名 7名

支援 4名 0名
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①専門家コース

施設・団体では、職業リハビリテーションセンターの設立が 6件も作業所が 4件、そ

の他福祉団体、養護学校の設立などがあった。

プログラムでは CBR関係 7件、リハビリテーション関連4件、入材育成/能力開発 4

件などが際立つていた。

事業をはじめたいが資金不足で出来ないという回答が 4件あった。

②リーダーコース

5.総括

リハビリテーション、訓練、情報などのセンター設立 6件、作業所4件、団体 3件、

他に学校建設などがあった。

プログラム・プロジェクトでは障害者関連の施策、法律の制定に関わる 3件、 CBR関

係 3件、その他手話訓練コース開設、視覚障害者関係、就労、生計プロジェクト、啓

発など、非常に広範囲にわたる計画が立てられていた。

データベースを作り、強力なネットワークを立ち上げる計画が 7件あり、専門家コー

スと大きな違いが見られた。

今回のフォローアップでは、 374名の対象者のうち 108名 (28.9%)からの回答が得ら

れた。宛先不明で、戻ってきたものや ODA卒業固などを考慮すると、 3分の 1以上の回答

があった。回答者は全ての聞いに真撃に答えており、その多くが「今回のフォローアップ

に感謝するJというメッセージを送ってくれているところからも、フォローアップに対す

る期待の高さが伺える。

インターネット接続環境については、約 78%が接続可能と回答しているので、ホーム

ページを利用したフォローアップは適切で、今後更にその利用性は高まると考えられる。

ただ、依然として困難な環境にあるもののことを忘れてはならず、紙や点字などによる情

報提供も必要かもしれない。

ニーズ、とフォローアッププログラムへの期待の回答について分析した結果、情報入手や

帰国研修員聞の交流を期待する声が多いことが分かり、今回のフォローアップ事業で作成

するホームページがその期待に応えられるものと予想する。また、技術支援や資金援助に

関する要望も多く寄せられているが、これに関してもホームページでの情報提供により対

応することが望ましい。

次に多いのは、「フォローアップ研修や訓練を希望する」という回答であるが、それに

応えるには現地での研修やセミナーの実施、各国の実'情にあった技術訓練が考えられる。

現地に出向くことで、研修や技術援助だけでなく、更なるニーズ、を把握で、きるだろう。

両研修は、 20年の長きにわたり、発展途上国の 54カ国 374名の研修員に対し実施さ

れたが、その研修効果は、生計プログラムの樹立による経済的効果、研修会やセミナ一等

の実施による障害当事者の意識向上に伴う自立促進や社会参加機会の増大、また社会への

普及啓発の促進等計り知れないものがある。今後ともフォローアップを継続し、必要に応
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じ継続的に技術援助を続ける必要がある。

N 今後に向けて

上記アンケート調査分析結果を踏まえ、次の事業を行う必要がある。

1.平成 16年度後半に取り組む事業

(1)ホームページの作成

(2) メーリングリストの作成

(3) キーパーソンの選定

2. 平成 17年度以降実施を検討する事業

(1) JICAフォローアップのための情報提供の継続実施

平成 16年度事業として、ホームページによる情報提供を予定したところであるが、

今後、内外における障害者福祉をめぐる動きは、著しいものがあると想定される。これ

らの情報を的確に把握収集し、随時、提供することは本事業の主要事項であるので、そ

の体制整備は急務である。

(2) フォローアップ研修の開催

調査結果によると、研修員は情報の入手のほか、帰国研修員のプロジェクト実施例や

帰国研修員間の情報交換を求めている。これらのニーズ、に的確に対応するためには、フ

ォローアップ研修を実施し、研修後の活動状況の把握、事業進捗状況の把握を行い、的

確な指導・助言する必要がある。

(3)現地調査

本研修事業は、開始以来 20年にわたり実施されてきたところである。わが国が、戦

後、短期間で構築してきた社会福祉制度や培った経験や知識を学びに来日した研修員は、

専門家コースが200余名、リーダーコースが 170名弱である。これらの研修員の中には、

現在1国を代表する要人となり、活躍しているものもいるが、大多数の者は、学んだ知

識や経験を活かす機会が限られ、悩み迷っているものと思料される。調査結果による彼

らのニーズに対処するため、また、彼らの将来計画実現のために、調査団を派遣し、直

接的に指導・助言をすることが効果的であると考える。

(4)在JICA事務所、青年海外協力隊との協力体制の構築

情報提供の手段について、インターネットにアクセスできない帰国研修員に対するア

クセス確保のため、帰国研修員の現状把握、及びより良い研修実施のために、 JICA在。

外事務所文は青年海外協力隊員との協力要請を検討する必要がある。
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資料 1

JIQA Follow--up Progra:m. 

Leaders of Persons with Disabilities & Rehabilitation of Persons with Disabilities Courses 

c/o Japanese Society for Rehabilitation of Persons with Disabilities (JSRPD) 

Toyama 1・22・1，Shinjuku-ku， Tokyo 162・0052 Japan 

Tel:+81-3・5273・0633/Fax:+81-3・5273・1523/E-Mail:inquiry@dinf.ne.jp 

May 31， 2004 

Dear ex JICA training course participants， 

The Japanese Society for the Rehabilitation of Persons with Disabilities will conduct a survey to 

obtain important information necessary to support your activities in the future， in collaboration 

with the Japan Intemational CooperationAgency (JICA). 

This survey provides you an opportunity to share with others your thoughts on what is needed in 

your respective country. We are currently considering the installment of a follow'up program for 

the ex JICA participants of “Leaders of Persons with Disabilities" and “Rehabilitation of Persons 

with Disabilities" courses. The品llow'upprogram is to provide in品rmationand establish 

networks among the ex'participants working in the disabi1ity field， so that their missions would be 

more e伍.cientlyexecuted. To begin with， it is planned to establish a website to exchange 

information and make close liaisons. 

Your views are quite valuable. The more島edbackwe receive， the better the results will be. Your 

personal in品rmationw迎 bekept completely confidential. We also have an electric form of the 

questionnaire. The results of all the questionnaires will be put together and reported back to all of 

you. If any reason there arises a need to use some of your private information企omthe survey， we 

will ask for your permission. 

The deadline泊Julv12也 2004~ If you have any questions regarding this questionnaire， please do 

not hesita旬 tocontact us at inau:irv@dinf.ne.iD or +81'3・5273・0633.

Yours sincerely， 

Fumio Higashiyama 

Director 

Secretariat of JICA Follow'up Program..島r

. . 、

ー・

Leaders of Persons with Disabi1ities & Rehabi1itation of Persons with Disabilities Courses 

n
u
 

'
k
 



望号E和十 2 

Questionnaire 

(For JICA Follow.up Program) 

iEi:附紛糾防総

1. Name : Mr.lMs. First I Last L単語昌宣

2. 'lI'ainine: Course 口 Leader 口 Rehabilitation Year attended 

3. Home Address 

巳盟蛙立

Tel Fax 

Mobile Phone E-mail 

4. Date of Birth: Month I Date IYear 

5. Disabilitv:口 Phvsical 口 Visual 口 Hearing 口 Others( 

6. 0ccunation at nresent 

Title 

Name of Ore:anization 

Office address 

Tel Fax 

URL E-mail 

Resnonsibilitv 口Management 口Accounting ロInstructor 口SocialWorker 

口Clerical 口TeachingStaff 口Volunteer ロOthers( 

jíお#î.:rÂ~t~ýiti，庖泌IIÂct}~~.t.mråin:i.向;'Coursê

1. Have vou contacted the JICA office in vour countrv after the course? 

ロ Yes 口 No 

Reason vou contacted if answer is “Yes". 

口RegardingProject ロCollectInformation 口Greeting 口Others{ 

2. Do vou remain in contact with anv ex:'narticinants?っ

口 Yes 口 No 

Reason vou contacted if answer is“Yes". 

ロRegardingProject 口CollectInformation 口Greeting 口 Others{ 



3. Have vou utilized the knowledge obtained in the course in your activities/projects? 

口 Yes 口 No'

If answer is Ye_s. Dlease describe vour activitieslDrojects briefly. 
+ 

Name of Period Your How did you utilize it 

Activity/Project Responsibility 

If answer is“No". anv reason vou did not? 

[Internet] 

1. TvDes of information vou reauire. 

口 Globaltrends on disability issues 

口 Thelatest technology information 

ロNewJapanese systems， and laws on disabilities 

口 Prominentprojects carried out by other ex'participants 

口 Exchangeinformation among ex-participants 

口 Informationon training/seminar opportu:Qitie~ 

口 Fundingsupport information 

口 Informationon JICA F 

口 Others

-12 -
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2. Internet Access 

Do you access the Internet? 

口 Yes(Please answer to A -E) 口 No(Please answer to H-I) 

If your answer is Yes， answer the questions follow. 

A. What kind of Internet connection do you have? 

口 Dial-up 口 24-hour access from home 口 LAN(local area network) at work 

口 InternetCafe 口 Others

B. What is the connection speed of the Internet access you have， if you know? 

口 lessthan 64 Kbps 口 lessthan 1 Mbps 口 lessthan 10 Mbps 

口 lessthan 100 Mbps 

C. How often do you access the Internet? 

口 Allthe time 口 Oncea day 口 1or 21 week 口 1or 21 month 

D. Where do you usually access the Internet? 

口 Office口 Home口 Officeand Home口 InternetCafe口 Others{ 

E. How much do you pay for the Internet? 

口 MeteredCharge ( US dollars Der minute) 

口 FixedCharge ( US dollars Der month) 

口 Others

F. What do you usually access? 口 E-mail 口 Web 口 E-mailand Web 

If your answer is No， answer the questions follow. 

H. Do you plan to start using the Internet in near future? 

口 Yes

口 No (Reason 

1. How do you want to receive information from us? 

[Others] 

Describe your needs and expectations for the follow-up program. 
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Describe your future plans in the disability field if any. 

If you have contact with ex-participants， please let us know their addresses. 

L立盆旦皇

Mailine: address or E-mail 

主主盆旦皇

Mailine: address or E-mail 

主主盆且皇

Mailine: address or E-mail 

Please return this questionnaire to the address below not later than July 12th• 

Secretariat of JICA Follow-up Program for 

Leaders of Persons with Disabilities & Rehabilitation of Persons with Disabilities Courses 

Training Section， JSRPD 

1-22・1Toyama， Shinjuku-ku， Tokyo 162-0052 Japan 

FAX: +81(0)3・5273・1523 Email: ina uirv~dinf. ne. 10 

Tha..nk you  .ro..z-you..z-cooperat.zo..n-' 
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国別集計表(2004年10月29日現在) 資料3
送付数 回答数 宛先不明 回答率

国名 (50音順) 総数 聴覚 視覚 総数 |専門家 リーダー
イフン 0.0% 
インド 6 2 2 33.3% 
インドネシア 34 l 2 7 2 5(視2) 20.6% 
エジプト 2 l l 50.0% 
エチオピア l l l 100.0% 
エリトリア 1 l l(視) 100.0% 
ガイアナ l l l 100.0% 
ガーナ 2 1 1 l 50.0% 
カーボ、ヴェルプ、 l 0.0% 
韓国 12 8 0.0% 
カンボジア 10 l 3 3 30.0% 
クック諸島 1 0.0% 
ケーア 2 l 0.0% 
コスタリカ 1 l 0.0% 
コロンビア 4 l 0.0% 
コンゴ l 0.0% 
サウジアフピア 2 2 0.0% 
ザンピア 3 2 l l 33.3% 
シンガポール 16 2 1 2 。2(視1) 7 12.5% 
スリフンカ 22 1 9 5 4(聴1) 3 40.9% 
セイシェル 0.0% 
タイ 39 2 4 9 7~(聴1，視1) 1 23.1% 
タンザニア 2 l l 50.0% 
中国 15 3 l 2 2 20.0% 
チュニジア 3 l l 0.0% 
チリ 6 l 3 1 2 50.0% 
トルコ 1 1 l 100.0% 
ナイジェリア 1 0.0% 
ナミピア 0.0% 
西サモア 1 l l 100.0% 
ネパール 12 6 4 2 50.0% 
パキスタン 15 l 4 2 2 5 26.7% 
パヌアツ 1 l 1 100.0% 
パフグアイ 2 0.0% 
パレスチナ 4 3 l 2 l 75.0% 
パング、フデ、シュ 10 l 4 2 2 40.0% 
フィジー 7 l 3 1 2(視1) 42.9% 
フィリピン 43 1 16 9 7 3 37.2% 
ブフジル 2 2 2 100.0% 
プ、ルネイ 2 0.0% 
ベトナム 3 0.0% 
ベネズ、エフ l 0.0% 
rミノレ』ー 3 3 3 3(視) 100.0% 
ボリヴィア 3 1 l 1 33.3% 
香港 18 2 l l 4 11.1% 
ホンジュラス 2 2 2 2(視) 100.0% 
マレーシア 30 1 3 9 415(視1、聴1 4 30.0% 
南77リカ 2 l l 1(聴) 50.0% 
ミャンマー 3 l l 33.3% 
メキシコ 4 1 l 25.0% 
モルジプ、 3 l l 33.3% 
モンゴル 2 l 0.0% 
ヨルダン 5 1 0.0% 
フオス 3 1 l 33.3% 
レバノン 1 l 0.0% 
|合計 374 14 27 108 53 55 45 28.9% 
送付数の聴覚・視覚及びリーダーコースの回答欄のo書きは再掲である。未回答は計上せず。
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資料4

JICAフォローアッププログラム

アンケート調査データ集計

(2004年 10月 29日現在)

*研修員の回答をそのまま使用

研修コース名 「リハビリテーション専門家コースJ

対象研修年度 1 984年度 ~ 2003年度

対象人数 206名

回答数(率) 53名 (25 J 7 %) 

ヌ;伝バーyナルデグ
業務責任lResponsibility(重複回答あり)

マネジメント 経理 インストラクター ソーシャルワーカー 事務

29名 3名 7名 7名 0名

教職員 ボランティア その他

6名 1名 1 4名

その他 14名の内訳

Technician， Clinical staff， Planner， Middle manager， Testing， Administrative staff， 

Field staff， Community， Pro島ssor(University)， Assistant ProfessoζLectureζ 

Clinic PT(2名)， Physiotherapist 

一一一」

糊Vitお酬。ω糊嗣州総~CS凶極 はし、

32名
1.研修後、帰国して現地JICA事務所にコンタクトを

とりましたか。圧!aveyou contacted the JICA offiωin your country after the course? 

po 
唱
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「はい」の場合、その理由 (重複回答あり)

プロジェクト関連 情報収集 挨拶

1 3名 14名 1 5名

その他2名の内訳

To collect the information (1名)，Aids for clinic (1名)

2. JICA帰国研修員と現在も連絡をとりあっていますか。/Doyou remain in contact with 

any ex-particip阻 ts?

「はい」の場合、その理由 (重複回答あり)

プロジェクト関連 情報収集 挨拶

9名 1 6名 23名

その他6名の内訳 (1名は回答なし)

Not so well， Not enough time now， 0伍cemates (3名)

3.あなたの活動もしくはプロジェクトにおいて研修で得た知識を役立てましたか。圧Iave

you utilized the knowledge ob組担.ed血the∞lurse in your activities/projects? 

弓'
唱

i



*研修で得た知識の役立て方

( 1 )人権・機会均等・社会参加の促進に関すること

1) 障害者権利保護条約の草案作成に参画(カンボジア)

2) 障害者の人権問題キャンベーン(タイ)

3) 国際障害者の日のセレモニーの開催(西サモア)

4) バリアフリー推進プロジェクト(ザンピア)

5) 政府の障害者計画の具体化(エチオピア)

6) 交通・コミュニケーションアクセシピリティ(フィリピン)

(2 )医学的分野に関すること

1) 日本で見学した精神障害者病院でのリハビリテーションの実施(タイ)

2) 脳卒中患者の社会技能訓練(フィリピン)

3) 診断の専門チームの技術向上のためのコーディネイト(メキシコ)

(3 )働くことに関すること

1) 生計プロジェクトのための技能開発訓練の実施(ネパール)

2) 自営のための訓練プログラムの樹立(タイ)

3) 障害者の職業訓練とジョブプレースメント(スリランカ)

4) ダウン症、知的障害者に対する職業前訓練(フィリピン)

5) 障害者に封筒作りの指導(スリランカ)

6) 園芸プロジェクトの運営(パヌアツ)

7) 障害者の農作業ワークショップ(フィジー)

8) 職業リハプログラムの企画立案(インドネシア)

9) 職業リハの評価、職業ガイダンス(インドネシア)

10)手工芸品製造(ラオス)

11)ベーカリープロジェクトの開始(マレーシア)

12)職業訓練プログラムの作成(フィリピン)

(4) CBR分野に関すること

1) ハンセン氏病患者の CBRモデルの参加型実地研究(タイ)

2) 地域社会における医療リハビリテーションの確立(カンボジア)

3) .CBRプログラムのプロジェクトオフィサー(フィリピン)

(5 )研修の実施

1) 社会的リハビリテーションに関する研修の実施(タイ)

oo 

'
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A
 



身体障害者のリハビリテーションセミナーの実施(ブラジル)

障害者フォーラムを TVで開催(カンボジア)

リハビリテーション法のキャンベ}ン(タイ)

職業リハビリテーションの専門家対象にセミナーの実施(タイ)

手話講習会講師として参加(マレーシア)

障害者のエンパワーメント(ネノ号ール)

先天性4情緒障害者の社会支援プログラムの研修(タイ)

、‘.，，、.，
F

、‘.，，、，
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、.，，，、.，，、.，，

9
U

円

0

4
品

E
F
O
-
n
o
-円
t
-
n
H
U
-

(6)施設の建設

1) 障害児刺激療法活動センター (STAC障害児のリハビリテーションセンター)及

びサテライトの設置(フィリピン)

知的障害児センターの開設(スリランカ)

障害者の授産施設(マレーシア)

2) 

3) 

(7 )その他

ハンセン氏病患者の社会リハビリテーションの実施(タイ)

障害児のための車精子基金の立上げ(マレーシア)

新設の職業リハビリテーションセンターを破壊され何も始められない状況(パ

レスチナ)

、‘，
F

、、.
J

、.
I

'

i

q

A

円。

III~ イシタ:ーネットFーその他につい宅のニ円ズlYour Needaion..lnoornet and 
Other Matteis 

1.求める情報の種類lTypesof information you require. (重複回答あり)

38名 世界の障害者事情IGlobaltrends on disability issues 

32名 最新技術情報IThelatest technology information 

23名
新しい日本の障害関連制度、法律lNewJapanese systems， and laws on 

disabilities 

30名
JICA帰国研修員によるプロジェクト実施例IProminentprojects carried 

out by other ex.participants 

3 5名
JICA帰国研修員聞の情報交換IExchangeinformation among 

ex.participants 

4 1名 研修・セミナーの情報IInformationon training/seminar opportunities 
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4 1名 資金援助の'情報/Fundingsupport information 

32名 JICA' 情報IInformationon JICA 

その他/Othersの内訳

. Information about institution in Italy . 

. Other Programs to traIn PWD . 

その他 . Learning in the Japanese University . 

1 2名 . Information for uplifting the plight of PWD in developing 

(5名回答 countries. 

なし) . Sports organizations for PWD in Japan/ Good source of rehab. for 

encouragement. 

Used PT equipments can be donated or get at low price. 

• Ex participants up dated address 

2.インターネットアクセスIIntemetAccess 

インターネットアクセスはありますか/Doyou access the Intemet? 

「いいえ」の 15名の内訳;スリランカ (5)、フィリピン (4)

カンボジア (2)、パングラデ、シュ、

エチオピア、ラオス、パヌアツ

「はい」回答者28名の場合(回答:A"'F) 

A.インターネット接続lWhatkind ofIntemet connection do you have? (重複回答あり)

ダイアルアップ
24時間アクセス

LAN (職場) インターネットカ7ェ
(家庭)

15名 7名 1 7名 6名

その他 0名

B.接続スピードlWhatおtheconnection speed of the Intemet access you have 

64 Kbps以下 1 Mbps 10 Mbps以下 100 Mbps以下 未回答

14名 2名 4名 1名 . 1 7名

nu 
つ白



C.インターネットアクセスの頻度圧王OWoften do you access the Internet? 

いつも 1日1回 週 1"'2回 月 1""2回 未回答

7名 1 1名 1 6名 1名 3名

D.インターネットを利用場所lWheredo you usually access the Internet? (重複あり)

職場 家庭 インターネットカフェ

6名の内訳

フィジ一、インドネシア、パレ
28名 1 5名

スチナ、フィリピン(2)

ザンビア

その他 1名の内訳 Private

C.インターネット使用料/Howmuch do you pay for the Internet? 

Metered Charge Fixed Charge Others 未回答

10名 14名(1名回答なし) 1 0名

4，38 $ (1)、2$(1)、 2，5$(1)， 4 $ (1)、 8$(1)、 Pre-paid card， paid by 

1 $ (2)、50セント(1)、 10 $ (1)、 20$ (4)、40 government， paid by 4名

40セント(3)、21 ~ン(1) 、 $ (1)、60$ (1)、100$ (1)、 o伍ce(3)，no idea，企eeof 

0，39 ~ン(1) 196，42 $ (1)、200$ (1) charge(4) 

D.アクセス目的lWhatdo you usually access? 

|E-mail I Web I 

(名 I 2名|
E-n E-mail and Web 未回答

5 30名 1名

唱
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「いいえj の 15名の場合(回答 :H""'I)

H.近い将来にインターネットを使用する予定IDoyou plan to start using the Intemet 

血 thenear future? 

「しW、えJ4名の内訳;スリランカ (3) 

パヌアツ(1 ) 

はし、 いいえ

1 1名 4名

*不明の 1名は既にアクセスしている人が回答した。

「いいえJの4名の理由

Financial problem 2名(スリランカ 2名)

No Internet facilities 2名(スリランカ、パヌアツ)

I. 私たちからの情報はどのように受け取りを希望しますか。圧王owdo you want to 

receive information仕omus? (全員回答せず)

by post (home) 7名

by post or e'mail 6名

A庇erset up Internet， e-mail 2名

e-mail 3名

Urgent-e-mail， others-by post 1名

by post， Fax or e-mail 1名

by fax or e-mail 1名

ワ白ワ白



JICAフォローアップ プログラム

アンケート調査データ集計

(2004年 10月 29日現在)

*研修員の回答をそのまま使用

研修コース名 「障害者リーダーコースJ

対象研修年度 1 986年度 ~ 2003年度

対象人数 169名

回答数(率) 55名 (3 2， 5 %) 

業務責任尽esponsib出ty(重複回答あり)

マネジメント 経理 インストラクター ソーシャルワーカー 事務

34名 1名 8名 6名 1名

教職員 ボランティア その他

8名 6名 1 1名

その他 11名の内訳

Public relations， Student， Librarian， Rehabilitation services， Teacher ofArt， 

Member， Braille transcription， Deaf development， CBR supervisor 

Sign language interpreter， Academician for deaf 

JI，{三ー砿儀後燃ぇ7マ手立た・活動ざdhyh山
ÄCti~首長抑制時間制gC… じ竺

38名
1.研修後、帰国して現地JICA事務所にコンタクトを

とりましたか。厄aveyou contacted the JICA 0伍ωinyour country a:fter the course? 

q
d
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「はい』の場合、その理由 (重複回答あり)

プロジェクト関連 情報収集 挨拶

1 8名 1 5名 1 6名

その他8名の内訳

Volunteer training血 sportsfor blind people， Reported， Send report of'I旨aining

Course， Helping next JICA trainee， Gathering of JICA， Submit survey form， 

For the training， Get together party 

2. JICA帰国研修員と現在も連絡をとりあっていますか。lDoyourem国nin contact with 

any ex.participants? 
はし、

43名

「はい」の場合、その理由(重複回答あり)

プロジェクト関連 情報収集 挨拶

1 1名 26名 27名

その他5名の内訳(1名は回答なし)

Reviewing relationship， Share in品rmationof other projects， Friendship， 

Unity among ex-participants 

3.あなたの活動もしくはプロジェクトにおいて研修で得た知識を役立てましたか。圧Iave

you utilized the knowledge ob旬並.edin the course担 yourac討vities/projects?

49名 5名

はし、 いいえ

4品
z

q白



本研修で得た知識の役立て方

( 1 )人権・機会均等・社会参加の促進に関すること

1) 障害者スポーツ大会に参加(ミャンマー)

2) 障害者雇用と社会教育のための規定の策定(中国)

3) 聴覚障害者の自立プログラム(南アフリカ)

4) 視覚障害者のためのサイバーカフェのコーディネイト(ベルー)

5) 難民キャンプの家族へのエンパワーメント(スリランカ)

6) アクセシピリティキャンベーンの実施(インドネシア)

7) アクセシピリティモニタリング(フィリピン)

8) アクセシピリティプロジェクト(シンガポール)

9) 国内外の障害者関連法律本の収集(インドネシア)

10)国営テレビへの手話の導入(スリランカ)

( 2 )医学的分野に関すること

1) 義肢装具製作方法の指導と製作(パキスタン)

2) 医療ソーシヤルワーカーへの上級訓練(香港)

3) 障害者用器具の製作(フィリピン)

(3 )児童・教育分野に関すること

1) 障害児保育の心理面の対策(エジプト)

2) 障害児対象のリハビリテーションプログラム(ネパール)

3) 日本の聾学校の教授方法の導入(スリランカ)

(4)働くことに関すること

1) 障害を持つ女性の雇用プロジェクトの立上げ(フィリピン)

2) 資金調達(バザー) (マレーシア)

3) 重複障害・視覚障害を持つ青年への職業リハ(ボリビア)

4) 総合リハセンターにおける障害者雇用(エジプト)

5) 小規模ビジネス支援(フィジー)

6) 聴覚障害者の職業訓練をコーディネイト(ガーナ)

7) 視覚障害者のためのサイバーカフェのコーディネイト(ベルー)

8) 生計プロジェクト(フィリピン)

9) 障害者協同組合の生産性センター(フィリピン)

10)障害を持つ青年に対する職業訓練(ボリビア)

11)家畜飼育と家庭園芸プログラム(スリランカ)
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12)戦争負傷者・難民キャンプの障害者のための生計プログラム(スリランカ)

13)貧困撲滅政策プログラム(タンザニア)

(5) CBR分野に関すること

1) CBRへの新制度の導入(香港)

2) CBRプログラム(フィリピン)

3) 村落レベルにおけるリハビリテーション(スリランカ)

4) CBRスタディツアー(フィリピン)

(6 )研修の実施及び人材の養成

1) 視覚障害女性のためのセミナー、ワークショップの開催(インド)

2) 障害者関連のワークショップ・シンポジウムの開催(インドネシア)

3) 2地域においてリーダーシップトレーニング、の実施(ネパール)

4) コミュニテイアウェアネスセミナーの開催(フィリピン)

5) 13カ国 120人の研修員にパソコン点訳の研修実施(マレーシア)

6) 障害者のための建造物・雇用・教育・コミュニケーションアクセシピリティの活動

(パングラデ、シュ)

7) ソーシャルワーカーの育成(パング、ラデ、シュ)

8) チャリティプロジェクト(中国)

9) 盲人協会のキャパシティヒ守ルデ、イング(エリトリア)

1ω 国内及びアジア太平洋の他の団体とのネットワーク及び協力体制(フィジー)

11)10ヶ月のコーディネーター養成プロジェクト(ホンジュラス)

12)リハビリテーション分野の職員研修(香港)

13) DPI地域集会の開催(インド)

14)インドでリーダーコースの研修実施(インド)

15)ピアカウンセリングの実施(インドネシア)

16) リーダーシップ研修(ファシリテーター研修)の開催(インドネシア)

17)障害者選挙制度の勉強会の実施(ベルー)

18)障害者福祉協会のリーダーシッププログラム(シンガポール)

19)障害者フィルムフェスティパノレ(スリランカ)

2ω ワークショップとシンポジウムの開催(インドネシア)

21)農業都市開発(訓練指導) (インドネシア)

22)聴覚障害者のための職業訓練のコーディネート(ガーナ)
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(7 )団体の設立・強化

1) 日本の障害者運動的に組織改革(ベルー)

2) ベルー盲人連合会の 10年計画の策定(ベルー)

3) 自助グループの強化(フィリピン)

4) 就労障害者のためのエンパワーメントを目的とした協会の設立(インドネシア)

5) JFDのような団体の設立及び代表就任(マレーシア)

6) 障害者団体間のネットワーク作り(ネパール)

7) 障害者地区協議会の創設(チリ)

8) ILセンタープロジェクト(チリ、ホンジュラス)

(8)施設の建設

1) 障害者用特別車両の整備(チリ)

2) スポーツ施設の建設(チリ)

3) 障害者適応住宅(フィジー)

4) 障害児リハビリセンターのサテライトの創設(フィリピン)

5) 障害者センター設立のための地方政府との協議(フィリピン)

6) 環境開発プログラム(スリランカ)

7) 政府と共同での住宅プログラム(スリランカ)

(9 )その他

1) 社会リハビリテーションサービス(施策とプログラム作成)に従事(インドネシア)

2) プロジェクトを立ち上げる予定の職業リハビリテーションセンターが破壊されて

しまった(パレスチナ)

IU.インター??ネットその他についての二?ズf!iour..Nee.ds...oIl .In~.ilJ.et.. and 

1.求める情報の種類/可pesof information you require. (重複回答あり) • 

45名 世界の障害者事情IGlobaltrends on disability issues 

41名 最新技術情報rrhelatest technology information 

32名
新しい日本の障害関連制度、法律lNewJapanese systems， and laws on 

disabilities 
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40名

42名

49名

49名

39名

JICA帰国研修員によるプロジェクト実施例IProminentprojects carried 

out by other ex.participants 

JICA帰国研修員間の情報交換IExchangeinformation among 

ex.participants 

研修・セミナーのa情報IInformationon training/seminar opportunities 

資金援助の情報lFundingsupport information 

JICA情報IInformationon JICA 

その他IOthersの内訳

Job opportunities in International organizations oriented to 

disability field. 

I'm interested in all of these items listed here. 

I'm requesting if you could send me the addresses of my group 

(2002)， because 1 lost them. 

その他 I . Le伽 ma勾g招山ine，news胤 e町rand an町yp】hoβ伽 c∞onc脚ce町rm

1 0名|企omany places of the workers. 

(1名未回答)I・Conduct barrier企eemovement 

Learning different kind art in Japan 

• Information that will help all developing countries achieving a 

uniform/ target minimum standard品racceptable levels of 

accesib出町for PWDs to attain true equalization of opportunity. 

Deaf education and teaching researching sign language. 

• Scholarship for funds their study品rdisabled persons. 

2.インターネットアクセスIIntemetAccess 

インターネットアクセスはありますか，/Doyou access the Intemet? 

「いいえJ9名の内訳;スリランカ (2)、パング、ラデ、シュ

エリトリア、フィジー、マレーシア

ミャンマー、インド、インドネシア
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「はいJ回答者46名の場合(回答:A"'"'F) 

A.インターネット接続lWhatkind of Intemet connection do you have? (重複回答あり)

ダイアルアップ
24時間アクセス

(家庭)
LAN (職場) イントネットカ7ェ

2 1名 7名 1 1名 1 1名

その他2名の内訳

. 24 hour access企omo伍ce，from home， not yet . 

24 hour仕omhome and office but not available at work. 

B.接続スピードlWhatis the connection speed of the Intemet access you have 

64 Kbps以下 1 Mbps 10 Mbps以下 100 Mbps以下 未回答

14名 8名 4名 5名 15名

c.インターネットアクセスの頻度厄OWoften do you access the Intemet? 

いつも 1日1回 週 1'"'-'2回 月 1'"'-'2回

1 0名 2 1名 1 1名 4名

D.インターネットを利用場所lWheredo you usually access the Intemet? (重複あり)

職場 家庭 インターネットカ7ェ

1 1名の内訳

3 2名 2 1名
ボリビア、チリ、エジプト、ガーナ、

ホンジュラス、インドネシア、パキスタン、

パレスチナ、フィリピン(2)、タンザニア

その他0名
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E.インターネット使用料lll'Owmuch d'O y'Ou pay f'Or the Internet? (重複回答あり)

Metered Charge Fixed Charge Others 

17名 (2名未回答)
28名 (2名未回答)

5名(l名未回答)

1 $ (6)、90tン(1)、50tン(2)、
120， 100$(2)、53，77$、 50$ (2)、

U sually 1 access 

34 tン(1)、15tン(1)、
44$、40$、35$、30$、25$ (2)、

at my '0伍ce，at 

13，6セント(1)、10セント(1)、
20 $ (5)、15'"'-'20$、 18$、17$、

home， it is n'Ot S'O 

4，6 tン(1)、0，5tン(1)
16，15 $、 15$、12$、7，65$、6$，

much. 

3$Ih'Our 
. O伍cepays(2) 

. Card 

F. アクセス目的lWhatd'O y'Ou usually access? 

|E-mail I E-n Web E-mail and Web 

名|5~ I O名 42名

*アクセスしていない参加者が 1名回答している

「いいえ」の9名の場合(回答:11.......1) 

11_近い将来にインターネットを使用する予定/lD'Oy'Ou plan t'O sta此 usingthe Internet 

血 thenear future? 

「いいえJ2名の理由

Financially we are n'Ot in g'Ood standard and we have no equipments.(スリランカ)

No aid device f'Or the blind and五nancialpr'Oblem (インドネシア)

1. 私たちからの情報はどのように受け取りを希望しますか。/H'Ow d'O y'Ou want t'O 

receive inf'Ormati'On企omus? 

by p'Ost 6名

by p'Ost or e-mail 4名

e-mail 7名

Fax 1名

PrintlBraille!I'alking b'O'Ok 1名
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リハビリテーション専門家コース/アンケート調査記述回答まとめ (2004年10月29日現在) 資料5
ID 同名 EK 名 牢度， _. _11昆莱-E 体 l 研修で得た知議あ設立支友 l J翠互のーズ ー一一一 フォロアッ芳三役週鐸ー 将来許画 一一一一

| 統合的指導とインクルーシプな教育
の実施。最新の科学伎術の導入。コ 発展した国々と開姥途上の国々とで障害分野に

1年間のプロジェタト{技術開発・リーチングメンピューターを使用して障害者プログ ついての意見交換をしたい.開発途上国の隊害
117Bandadesh Ms.Ferdous鰍 htev 1995Teacher NatamalCentev for :ノッド・社会意餓向上・意見交換・自信をつ ラムを紹介.予備職業訓練と職業訓 障害者のプログラム強化のための支分野に郎したテクノロジーの導入。障害者が社会

SYEDA 11¥:1o:1"'! lOGt，，;ual iSpecial Education けさせる) 練(家畜飼育場/農業).陣害者がレ慢。 で普通の生活を送れるようにするためにより良い
クリエーシヨンに使用できる公園を造 教育、設備を徒供したb、.異なった障害のプログ之F章害者が製作した製品を販売す ラムと他の社会開発プログラムを統合させる。

Employment 、 専門の機械工学の訓練の受講希
127!BangladeSh IMr. Md. Ruhul AMIt唱 19961 Junior Engineer 1 ~伽bilitation Cen廿e 帰国後、勤務先と社会福祉釦」日本での研員新のリノピリテーシヨンマネージメン m.国際的リハビリテーションの現状リハピ日テーションと教育の福祉団体の股立。そし

ian a es れ Unlor c.nglnser I for伽 Physically 修報告。 トについての知織。 の情報相. て障害者だけでなく非障害者にも開放したい。

Handicapped (ERPH) 

P 目 Prefe 職業リハビリテーションの作業療法.身体・
Occupational saoau，oemecure-神経障害のリハビリテーション。精神衛生の 会議・=ミュニケーションの場所を設ける.シンポ

5O!Brazil IMs. Mi国防 SA0 1988Therapist (OT}PGA Gentenarbde 作業療法。ハンセン氏病のOT.公衆衛生 妃載なし。 判読不可. ジウムやワークショップ等にも使用できるようにす
Vila Prudente.108 の作業療法等。 る。

サンパウロの身体障害者にセミナーの開 現在、イタリアに在住だが、近いうちに
591 Brazil 1 ~s. Ine!!，，~!~~~~ 1198915∞iobgist National Institute d 催。JICAの支緩を受け、身体障害者のリハブラジルに戻りリハビリテーションの仕継続的に情報を交換し学び合う. ブラジルでは障害者はまだ軍要視されていない

Munes.DE LUCCA 1'---1---'-'-"'-- IWelfare (1NSS) ピリテーションセミナーの開催。 事に戻る。 ので障害者簸段建般のための企画を立てる。

13章87条の障害者権利保護規約の草案作
Mini町 。.fS 凶 成に関わる.リハビリテーシヨン分野の強化。 E害者関連データの管風隊害者の絡網l保弘

1川 のE害リ展ハ者開ピの. リ岡テ署名ー智4シbらョのン自の助準"備'・.車通ー業"H車、展iI 練
叫 r. l\Jm ・..-...，~- 1'~-'IDi阿武町 会における医療リハの硲立とサービスの徒 にする 1./'-':;1'-' 陣官官 y ルーノ W

Veteran A仔'airs 供e障害者の職業訓練とジョププレースメン 開.身体障 ために出入口のアクセスを良〈
ト。 する.

NCDP Exective I National Centre of 
Director and IDisabled Persons and 

1591Cambodia IMr. Veasna YI I 19991NPCC INational Paralympic テレビで障害者フォーラムを開催した. 記載なし. 記載なし。 記載なし.
Sec問 tary I Committee of 
Gene四 I ICambod岨

社会サービスのマネージメント技術・障害者機業リハビリテーションセンターを股立し、
National 1 Directorョteof S∞ial 障害者のリーダーとしてのスキル・資センター修了後に自分で利益を泌出できるように

171 :Camb叫 Mr. B吋 BOREY 12000I!r訓 erof 1 Aff;i悶 andYo幽 記載なし. 1記載なし。 金調達方法等の酬を更に学びたしたい.センターではコンピューター・テレビ・テー
jvamDOOla IMr. DOum Dvncr l~uuulSocial work い。フォローアッププログラムで障害プレコーダーの修理、調理、エレクトロニクスの溶

廿;i~i~~'-'" I Rehabilitation 者のためのプロジェクトがスムーズに接等を教俊する。また、研修員には将来教える側

i箆むように管埋して欲しい. にもまわり、センターの枝葉を広げて欲しい.
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仏2
I:'V 

10 国名

108 China 

201 Ethi叩 ia

202 FUi 

311 Hong Kong 

19 ¥lndonesia 

182 Indonesia 

162 Laos 

71 Malaysia 

101 Malaysia 

163 Malaysia 

卓E 1車産

Mr. Mofu KE 1994 

Ms. Bekelu Wafljira 
2003 

100SSA 

Mr. Amenatave Vi。
2003 

VERE 

Mr. Kin Fun Joseph 
附NOK

1986 

Ms. Siti Rusdenia 
1985 

RUSAO 

Mr.悶DWAN，Ors 2001 

Ms. Oaravone 
1999 

MANIVONG 

Mr. Kasim Bin YUNUS 1990 

Mr. Abdullah Bin 
1993 

YUSOFF 

Mr. Meor Ari仔 Johan
AHMAO 

1999 

リノ、ビ、リテーション専門家コース/アンケート調査記述回答まとめ(2004年10月29日現在) 資料5

1111婁 団体 研修で得1';却問(!2起と立支1i__一一一-翠互をさとで五一一一一一ト____2一生豆ござ7ý7~唄麹笠 三砕察署+画
一一一一一一

D叩 uty
Guangdong Provincial 

グローパルなシステムと陣容関連の法
Oisabled Person's 職業リハビリテーションプロジェクト 記載なし. 聴覚障害児のための雷路療法

Oirector 
Federation 

律

IMi耐 tryof Labour and 

障害者の政府の政策に積極的に関わっていきた

Statistician 
政府の年次計画の中で隊害者計画を具体 リハピリテーションの専門家が少な

記載なし.
い.障害者の就労の権利を立法化するように働き

Social A仔:airs 化させた. b、。 かける.障害者リハビリテーションのプログラムを
実行しているNGOと協力し合い作業する。

町iVocational & 研修で学んだことのフォローアップが

Teacher 
T echnical Center for 

障害者のための農作業のワークショップ 記載なし.
重要.そして現在取り組んでいるプロ 障害者に雇用の機会を与える作業所を建設する

People with ジェクトが重量重要(途中で文章が切

Oisabilities れている).

Associate City Unive同 ityof と政の策協策力定体委目員会。国内・圏外のネyトワーク 過去の研修員間で協力体制を強化 香港ならぴ担当地域における活動を精力的に継

Professor HongKong 
制。地域におけるセミナーや会 記載なし。 し、役立つ支緩ネットワークを組織す 続する。

議の開催。 る.

日本の農村や地場社会にある施設を 州・地域レベルの統合的、総合的リハビリテーシヨ

The Head of 日本の個別研修で学んだ心理学的評価方 訪問する機会を得たい。(インドネシ ンに掠わる臓員の知織と技能の強化を図る.西

Psychology Hasan Sadikin Hospital 
法の実施。実践的な訓練方法は適応でき アでは人口の8審lが農村で生活して 日本で再度訓練を受けたい。 ジャワ州の障害を持つ患者の担当職員や障害者

Oepartment 
た.失聴者や言葉が遅い場合の心理学的テ いる}障害者の家庭を個人的に訪問 管理全般に携わる職員に対する知織占技術の向
ストの実施。 したい。アクセスについても情報を得

たい.
上を図る.

Sta仔。f
National Vocational jlCAに過去の研修員のための就労

Planning 職業リハピリテーションプログラムの企画立 より良い職業ガイダンス妓術を行う。障害者のた

Program and 
Rehabilitation Center 

案.プログラム参加者のリタノレート.職業リハ 記臓なしa
コースの研修を組んでほしい。それ めにより良い職業評価を行う.隊害者のリクルート

Vocational 
for Oisabled People ピリテーション評価。機業ガイダンス。

により過去の研修員が知機・筏能を システムを実行に移す。

Evaluation 
(NVRC) 高められる。

他の国における手工芸についての
障害者の自己依存(Selトreliance)の推進。圏内

Rector of Oeaf National Rehabilitation 手工芸品製造。ダウン症についての紹介。 学校で生徒に手工芸を教える際の対 情報。統合教育の研修を日本で閑
における統合教育対策。教師の教授銭能を高め

School Center 統合教育。 処法. る.視覚・聡覚障害者への教授法マニュアルの作
催して欲しい. 成{ラオ語版).

Social Welfare jlCAにフォローのためのコースに参
Oirector 

Oepartment 
障害者のための授産縮段。 記載なし。 加する機会を設けて欲しし、。

遠隔地のCBRプログラムの発展。

Lectu同 r
Kota Bharu T eacher 手話講習会何時師並びスタッフとして参加). 障害児教育.聴覚障害児教育法。降

記載なし。
聴覚障害児の教育法を鯛ベ、大学に進めるレベ

T raining College 障害児教育(モチベーター). 害者の様々な職業訓練。 ルまで高めたい.

Workshop 
Bengkel Oaya Klang 

郵便物の印刷事業の開始。印刷事業に代
Manager 

(Sheltered W，。出shop
わりベーカリープロジェクトの開始.

記載なし. 記載なし。 記載なし.

for the Oisabled) 
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ー鴫一茶ーー 団体 ズ フォロ アップへの期待F 辱 薬 事 面f

Commit士ee
Double Blessing シティキャンベーン.障害児のt:.記載なし 過去の研修員と再会する機会を設』

す記載なし.
Member 基金の立ち上げ。 て欲しし、。

Project 
Care Society 

CBRプログラム.アウェアネス。政策を変え
記載なし。

過去の研修員が更に知織を高めら 継続してCBRプログラムを推進する。島国におけ

Manager る。 れるようなプログラムにして欲しい。 るCBRについての調査をして、結果を世界中の
人に報告する。

Association for 
診断(Diagnosis)の専門チームの技術向上 日本でのコースの情報。修士課程の 診断f去について詳しく知り、障害者が自分の問題

Investigator Persons with Cereb問 l
のためのコーディネ一九

神経系統の疾病について知りたい。 勉強が出来る機会があれば知りた を理解できるように努めたb、.また、心理学も教え
Palsy b、。 たい。

Campus chief 
Kathmandu Education 政府が研修で得た経験・知織に対して関心

記載なし。
帰国研修員と再会し、お互いの経

Campus を示さなかったため役立てられていなb、。 験・知織を共有したい。 JICAからの支 キャンパスに特殊教育クラスを開講したし、。
銭。

Vice President 
Nepal Disable 

記載なし。 記載なし。 記載なし.Association 記載なし。

今回I主犯臓な(研
今回は記穏なし{研修受

修受講時:Job
請時:Nepal Society of 生計プロジェクトのための技能開発訓練実 帰国後、 JICAとに連絡をしたが、 隊害者の生計プログラムに繋がるような綴々な職

Prog. 
Coordinator 

the Disabled (NSD)， 施。プロジェクト受益者のための組合を段 記設なし。 フィードパックも支倭も得られなかつ 業技能開発訓練を各々の障害とコミュニティの

Vocational T raining 立.
た.今回の様なフォローアップは定 ニーズに基づき、コミュニティレベルで立ちあげ。umVocational 

Center (¥斤C))
期的に行われるべきである。 る。

Instructor) 

Ministry of Education 日本で得た知識を団体職員に教慢。 2003年

Section Officer 
and Sports， からマスメディアを使い障害者に対する意識

記載なし。 記載なし.
障害児教育をメインストリームに殺せインクルーシ

Department of を高めた.ネパールの障害者のエンパワー プな教育をするa障害児が教育を受けられるよう

Education メント。 に支怨する。

Social Case National Institute for 
イスラ7 パード郊外にCBRを立ち上げた。 記載なし.

イスラマバードの'JICA事務所、研修
WHOの協力を得てチャック"71レ地区にCBRを

Worker Handicapped 員、施設に派遣されている日本のボ
ランティアと連絡を取り合っている. 立ち上げる。
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10 1軍 ft ;!!， It事lB' 曜聾若草 liH ~ -~鰭己~~桂忽Rt?2 て方 のー';0; 一--'-ー2.主主=アヴーへの期待 ! 
唱尋罫甚菅十箇』

Mr. Mahamendisge Natio阻 l Ministry of Women 
障害者のためのCBRプログラム{訓練担

フォローア~ププログラムで学び、経

166 S丙Lanka Ra吋耐， Shantha 199 9lCoordinator(CB Empowerment & 記載なし.
放を積むことで現在のCBRプログラ 知的障害者のための仕事をしていきたb、.

KUMARA R) Social Welfare 
当).ジョププレースメント. ムの助けとなり、現行のプログラムを

進展させることができる.

Mr.G副首ini
Regional 

Rubber Oevelopment 生聴活器保・ト績ライのタ支ル給等'.9品目の供与(車締子・補 以前は障害者関連の臓務であった

167 5ri Lanka 1999 Assistant 
WEERA'糊 CKRAMA

Oiructor 
Depa同ment

).験業訓練.リハビリテー が、現在は昆置換えにより、別の分野 記載なし. 記載なし.

ション補助.シェルター{家)の錘供. 担当になってしまった.

197 
Mr. Thota Hewa Vo国，tional

Rehabilitation Can甘@ プログラムを開宛するための資金.:r 新しい障害者の訓練コースに参加したい.たくさ

Sri Lanka 
Rukmal SILVA 

2ω2 
Instructor 

f町出eMentally 障害者に封筒作りの指穏をした. ンピューターなどの備品とインター 鼠載なし. んの針爾があるが、資金と股備不足で実現できな

R低ar叫ed ネットのできる段備. b、.

27 I Thailand 
Ms. Ju問@開祖na

1985 Ins廿uctor
Thamma回，tUniversity， 

リ害上ハ者のピたのロめ=テのーーキズシャとョンン繰ベ詮題ーのにキン関.ャしタンてイベの陣ー社容ン会者.意タの餓イ人障向権 陣容をもっ女性のための活動.障害者の介助を

PONGPAEW Lib 同bries， 問題キャンペーン.権利の下での障害者敏
記綾なし. 偲織なし. するボランティアの養成.隊害者の介助プログラ

育.
ム.

3Z 

Ms. Son依ran
ハンセン氏病息者の社会福祉制度及び社

2003年にALBRTBthiopiaが実鑑し

116 n咽 iland 1994 
Social Worker R剖-PrashaSamazai 会リハピリテーションの開発。

たCBR:rースに重量加した.ハンセン 同僚と共に、多くの地減でCBRプログラムを実施

POOPUKK Level8 Institute ハンセン氏病息者のCBRモデルの参加型
記綾なし. 氏病患者や障害者に関わる職業の したいと考えている.

実地研究の実施.
従事者を対象とした同様のコースを
JICAでも行って欲しい.

8MHs OSTfrIMikuA1 S 

Physical 
害日本者での見リハ学ピし日たテ知ー織シをョン基のに実病4院で精神障

138 'Thailand 1996 
Therapist Somdet Chaopraya 日 実庖.健康相進・ 精神障害者の理学療法に関するト

精神障害者{特に商齢者}に対する 今年の10月に精神障害のある高節女性のself-

(Govemment In坑ぬ比eof Psychiatry 予防、臓業サポートなど. レーエング.
理学療法のサービスやプログラムに mobility developmentの集団療法のプロジェタトを

Officer) 
関する知織を得た~'. 立ち上げる.

157 Thailand 
Ms.50msri 

1998 Social Worker 
Thelndependent 先ログ天ラ的ムな.情社緒会障リハ害ピ者リのテたーめシのョン社分会野支の侵研プ修

悶T官PONGPISAL Rehabilitation Center 
を実施.

記載ない 記載なし。 記載なし.

‘ 

Ms. Nawarat Vo。拭ional Industrial 

BOONPIAM 
1999 

T raining Officer 
Rehabilita封。nCenter， 自営のための刷練プログラム. 記峨なし. 毘載なし.

IRCを総合的なリハピロテーションセンターにグ

Social Security 0冊。e
レードア~プさせたい.
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匝聾草量 1;1] 1本 と知磁の役Zて方 現在のース フォロアー への期待

Rehabilitation Center 
新設センターをイスラエルに磁器産され、何も

将来計画のための資金供与.再度
Social Worker for Persons with 記載なし. 同じ研修員で知的・精神障害の研修 現センターにワークショップを併股したい.精神障

Disabilities 
始められない状況.

をして欲し~'. 
容のプログラムを組みたい.

Planning 年齢制限のない障害者分野のプロ NCWDPの伎術面のスタッフとして、 BMFの目標
O何cerIV 
(Assistant 

National Council for 公共交通施設に対するアクセシピリティ{例: ジェタト立案、モエタリング、評価を学 に掲げられている7つの領域をステークホルダー

首、eWelfare of リフト付きパス}、コミュニケーション(例:聴覚
ぷ訓練の開催。関係の障害者関連 がどの程度達成しているかをモニタりングする任

Chieの.
Disabled Persons 障害者のための電話、テレビ放送における

記綾なし. の会議.セミナー、フォーラムの開 務に就いているa年間違成報告は中期カントリー
Programs 

(NCWDP) 手話悌入) 催.資金面、伎術面におけるプロ レポートにまとめられる。 2005年にフィロピンで開

Management ジェタト支援、特に隊害者雇用、自 倍されるパラゲームの実行委員会の委員にも就

Division 営関係のプロジェクト。 任している.

隊害者福祉協議会はフィリピン政府の政策

立案、銅盤事、業モマニネターリンジグメ機ント関自である。企画
National Council for 担当官、 部の長として、

1985年に研修に参加してから随分Planning 
せ、eWelfare of 研修で得た専門技術をスタッフや協会の会

発展してb、ると思われる、 ICTや最近 日本の最新の陣害者政策・プログラOfficer/Ct、ief 員団体に伝えている。担当郁署は政策や事 記載なし。
。fDivisoin Disabled Persons 業を政府の関係機関、 NGO、障害者団体で

の日本の障害者組策や事業について ムについての情報。
(NGWDP) 構成されてb、る理事会に推奨する役割を

の情報。その他の障害者の動向。

担ってb、るが、これも研修で得た知臓のお
陰である。

Uni.of the Philippines 
Manila Gollege of 

ダウン皇室、知的障害者に対する職業訓練前 障害者磯業リハピリテーションの最近
Program Allied Medical 
丁目ining Professioins 

の準備訓練。脳率中患者のための社会筏 職業リハプロジェク卜を維持するため の傾向ならびに新制度.他国におい 社会福祉の修士号を取得し、アジアの開発途上

能訓練.降害者のいる家族のための生計を の基金、資金提供先。 て職業リハビリテーションで成功した 国の障害者の生活と機会についての飼査をす
Assis旬 nt Community Based 立てるための訓練. プロジェクト例. る.

Rehabilitation(CBR)Pr 
。gr酒町、

Occupational 
Katipunan Ng パンガシナンに障害児刺激療法活動セン リハビリテーションや作業所に閲する

過去の研修員の将来針画についてMaykapansanan Sa ター。 (STAC障害児のリハビリセンター)の 長量新情報.リハ協スタッフまたは専門 障害児のための養護学校股立The悶 pist
Pilipinas (KAMPI) 股立.センターのサテライト設置。 家を派遣し将来計画の実現支媛。 の情報。

Communi防
Counsellor(政 Community Health 

障害者のためのCBRのコーディネ-f-. コミュ=ティへノレス資金。 記載なし.
知的障害児のリハピリテーションを資金供与して

府役人を退職 Foundation-Sri Lanka もらい続けたい。

後)

過去の研修員と知餓経験を共有。降
害者の最新のテクノロジーを入手. 重度知的障害者(少女)のためのセンターを設立

Ministry of Social 知的障害児センターの閑寂.障害者リハビリ
Superintender、t 記載なし. 障害者分野の制度・法律を知る.過 し、同時に障害者雇用のための銭湯も開設する.

Service テーションのボランティア訓練。 去の研修員の所属団体から協力を 国際ボランティアを募集してセンヲーの手助けを

得る害。者一の同スに会し、話し合い他国の してもらう。
隊 キノレを得る。
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服薬 村官E 量査まで得立宣車践の役Il:iご方 現芋Eの }ス フォロ ア"プへの期待 1笠涯註堕L

過去の研修員に会い、夫々のプロ

大学で障害者職業リハピ日テーションの専門
ジェクNこついて学び 将来的 ζ協 タと@た会ヨイし加り艶て陣し，m、容Iタの女O者4イタ性竿箇のイ陣lの会障O容Rの害女者に性中者8北S障にの舎京位敏害ので置者宵設開すのP立催る参叫のさ女f淘れ可J性テ支る様鶴復-針惟門金v堺を金同ョし女園ンて会性7にっい員
カ体制が取れるようにしたい.数名

Ratchasuda College， 
家対象のセミナーを2つ開講してしも.住友

の研修員とは連絡を取っているグ。情JIC Lecturer 
Mahidol University 

葛金の支援を受け、タイと日本の職業リハピ 記載なし。 A，!Jハ協の最新のトレーェン 報
リテーションの比較研究をした。

… 鵬の時の誹…会…イの女性
フまた関係者と再会し、将来的な協る。
カ関係について話したい.

Physiotherapy 
知的障害者を理解してもらうためのセミナーの関

Govemment 
Oepartme~ Facu~ 

障害者に対する意識を高めるプロジェクト. プロジェクトへの'JICAの技術協力と資 催。コミュエティの知的障害者へ態度を変えるa タ

。何回r of Associated Medical 
知的障害者の職業訓練プログラム。 金銀助。

記載なし. イで初めての知的障害者職業訓練センター設立
Sciences， Chiangmai のためのボランティアのリクルートー
Unive同 ity

Associate 
Professor 現在、国際ライオンズクラプと共同でプロジェクト

Schoolof 
I坑anbulUnive聞 ty 保養施役のコーディネーター. 記載なし. 記綾なし。

を進めている.内容は、「都市に住む青年に庖用

Physical 機会を与える.障害のある青年の雇用のための

Therapyand キャパシティピノレディングoJ

Rehabilitation 

Vanuatu Socienty For 
JICAからコンピュ-~ーの寄贈があ 現在のプロジェクトをパヌアツ全土に広げたい.

Field Wori<er 園芸プロジェクトの運営. 記載なし。 れば、タイでの仕事を報告でき、他の 可能であればJICAにそのための資金俊助をして
Oisabled People 研修員とも情報の共有ができる. 欲しい。

3年から5年にl度はフォローアyプを

コテ受軒てにいミもィ応kュt無にら町えニうお関て障aテけも保心害ィるのらd健d者うP理、人胃く.自よミ学陣たに身ーう療ち容コニけ例法にミにテュえ障土ィ関加ユばとの禽心テ潤事雲者がィをっ院精を問盟の夢て瑚子障主で掴市や製害2踊にべ作す.冒者ク=，.Mの位心ミ訓Bzてを品陣鍵も斜ーZ容を』らズ

して研修員が研修で得た知織を生か
してu、るか追跡調査をするべきだ。
途上国における障害者福祉サービス

PT 
Ma'a Ole Fesoasoani 意識向上のためのセミナー.国際隊害者の 理学療法土や形成外科、義肢装具製 のエーズは夫々違うが、フォローアッ

Physio Clinic 日のセレモニー。 作専門家の数が足りない. ププログラムでそれらのエーズを支
t震できると思う。過去の研修員がフォ
ローアyププログラムで再会し、夫々

ト「一一一~

の進展状況を紹介し合う.

Project 
リハビリテーション、聴業訓練、作業 障害者にバリアフリーな建物を紹介したb、.障害

Zecotl司moFoundation パリアフリー推進プロジェクト. JICAとリハ協からのプロジェクト支援。 所経営などの研修のロールモデルを 者がアクセスできる社会にするため、障害者の貌
Oirector 作る。 に障害者の福利の確立に努めてもらう.
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国各

Bangladesh 

Bangladesh 

Bolivia 

Chile 

Chile 

China 

China 

氏名

Mr. Mohamaad 
Adbur RAHIM 
(肢体}

Mg.Bilkgs Be(B肢Jm 
SHOPNA 
体}

Ms.AI吋andra
Rivera EID 
{肢体}

Ms. Dixie Juani陶
OLGUIN (肢体)

Mr. Carlos Kaiser 
MANSILLA 
{肢体)

Mに ZHANGChun-
he (肢体}

Mr. YOU Liang 
(肢体)

l'弓己居主 織票

Technical 
1994 

Store keeper 

Project 1998 。冊。er

2002 Psicologist 

Teacher and 
Coordinator 
。f世、eEnglish 

2001 
Depa同ment.
Publi。
Relationships 

2003 President 

1998 毘餓なし.

ViC8 
President & 

2000 Chief 
Operating 
O何cer
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閣 1本 立:坦題担笠韮主 ヌ7 現在の コぇ 7;1-_"， :Lアへの期待 暗号来百十闘I

草の綾レベルの障害者が機会に恵ま
れていなb、こと、また活動を実行に移 国連の障害者の10年を浸透させ草の緩レベルの

Employment Rehabilitation 95隼から現在まで社会のあらゆる障害者のた す際の問題点などがフォローアップに 障害者が恩恵を受けられるようにしたP.障害者自
Centre for出ePhysically めの建造物・雇用・教育・コミュニケーションア 紀敏なし。 ょっ・て明らかになる.将来計画のため 身が社会に貢献できるようにモチベーシヨンづけ

Handicapped (ERPH) クセシピリティの活動. の情報収集ができる.JICAの支援を る.園内の障害者問題の閥査ネットワークを開発
受け、縫っかの活動を実現でき、過去 する.
の研修員との情報交換ができる。

National F.。間mof 
プログラムの進展のためワンランク上のコー

更なる発展のために他のコースに参 障害分野の最新情報を入手し、活動に役立てた
Organizations Working wi出 98年から現在までyーシヤノレワーカーの育成

スに重量加希盟。
加する.またフォローは継続して欲し い。陣容をもっ子供や女性の発展のために努めた

廿咽 Disabled(NFOWD) b、. b、.

視覚障害者も能力があると社会に認織させ

FAPIZ(Father Ignacio Zallez 重被障害児プログラム.盤複障害・視覚障害を
るプログラムが必要.視覚障害者のための アルコール依存症や隊家容庭を内も暴力の家庭に対処し

Fundation) もつ青年への職業リハビリテーション。 =いけン入人ピのれュ教るーた育タめプーのロ教プグ育ラロ。グム一.ラ般家ム.の庭障が害障を害も者たをな受
記載なし. なければならなb、. つ若者に機業訓練を

健供する.

現在は障害者関係の仕事に就いていない.障害

遠スポ隔ー地ツにがおでけきるる障施害設者(用の特別車両.様々な 今回のフォロ-7-;1プに感謝.時に速
者の仕事をしていたが、失箆した.71レプライトで。ole回。 Alemande San Felipe 日本大使館、JICAから 記載なし.

絡を取り合うニとは必要。 渡米したが、害、父者親関が連急の死仕し司、帰国した。家計を助
支t!!を受けた). けるため、障 事には戻れないでい

る。

District Councils of Pe問。ns
連絡を取り合い、母新町情報を入手

者例れムにた分年助い8野月。言に現にし限あ在たらるはりず選支政他援挙府のでしや分た身民野り体間しの陣て団勉容b体強、者るのも.のし障こ代てれ害表障か者害にらプ選は者ロ障出のグQ害さラ

with Disabilities Metropol民an 障害者地区協議会を愈l股.ILセンタープロ
記載なし. する.日本.チリ、ラテンアメリカをリン

OLを向上させる助けをしたい.ラテンアメリカの10
Region (San Tia酔〉 ジェタト.

クしたネットワークを作る.
年を始める助けをした~'.国際セミナーのスピーカ

Coordinati町、 Board ーになり‘陣害者を励ましたb、.自分にはその能力
がある.この分野の研修=ースを受け、知織を高め
たb、.将来、国際機関の障害者分野で働きたい.
日本とチリの関係強化のためにカを尽くしたい.

Web Si回を立ち上障げ害て者情関報自を流して

るく障立..害ち市中上者町国げの村障るた問害@めの障者の情害連オ報者合ンネ関会ラッイ連とトンののワ・聞デーネにークッネをトタワ築ッベートくーワ。クスーコサをンクー作をビピ築ュ成スーすを地たとのもめた方協のめ政力の協府し規会等合約をのっ股や媛て立規助いし定をるた。策受.障定け他害、にのあ者成障ら雇功害ゆ用。る者と障関社害係会者団教の体育

欲しい.例えば、 速の法律と
Anhui Province Disabled 

毘載なし。
規約、世界の障害者の状況、障害者

Pe問。n5'Federation 
施物教。策育将.が優来で新的きの陣害者のための建造にはインヲーネットで遠隔

るようして欲しい.
タ一銭術の普及.

問題に直面した今、共に学んだ研修

China Disabled People's チャリティープロジェクトを実行していく上で日 員や講師の人たちに再会し、その後 中国障害者芸術団の演目を世界に紹介したb、.
本で学んだアクセシピリティを考慮した.日本 記載なし。 経験したことなどの情報交換をした 数年後には、中国障害者連合会に戻るので他国

Performing Art Tr.副Jpe
の活動の進行方法を取り入れた. い。また、再度研修を受けて現在直面 の障害関連の知識も身につけたb、.

している問題の解決法を学びた~'.
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LlP_ ト且互二ドー -~主名 l'時三居室 踊童書草 国 4本 玉田互支葱』 仮〉
一干・ の フ正己 への期待

327 Egypt 
Mr. Diaa EI M。開i

1999 Director 
Redsen Society for Social 合陣容リハ児ピ保L育 (1998)の心理面における対策。総 新しい障害者リハピリテーシgンプログ

障害者に対する悪い悠度を変える.家銭支援を通

SHAHIN (肢体) Rehabilitation of Oisabled 
リテーションセンターにおける(2002)障害者リハピリテーシ'ヨンへの市民参加. し・てリハピリテーション団体を支援する.日本での

障害者雇用.
ラム.日本の障害者団体紡間.

経験を生かす。

Mr. T esfay Mes宵n
Abrョha8ahta School for出e エロトリア盲人協会のキャパシティEりピ・アルドデポィ;ング

341 Eritrea G. EZGHIHER 2000 Teacher {会員登録・企画・ネットワーク作 カ 記載なし.
ICAと過去の研修員の効果的なネッ 障害者分野の計画実現のために努力する.そのた

{筏覚)
81ind シー).

トワーク. めにもJ[CAのアドバイスが必要.

Mr. Setareki Seru フ張人ィ.権ジフ・ー適ィジの切ー障な障害処害者遇者団・機協体会会の均のロー等会ダ・員完ーの全とエ参しンて加パ活をワ動主ー.。
アドポカシー・折'.ネ衝ッ・マネージメント・団 フィジ一、アジア大洋州の均等な処遇・機会、人倍

328 Fui MACANAWAl 1999 
School 

時iSchool for甘四 8lind
体の発展方法ロ トワーキング・アク

鎗飽、障害者のQOLの向上を主張していくという

{観覚)
Principal 記殺なし. セシピリティなどの分野の知織と技能

現在の任務を継続していく.障害者や排斥された
圏内ならびアジア大洋州の他国体とのネット に焦点を当ててフォローアyププログ
ワーク及び協力体制。 ラムを描弘，で欲しb、.

人たちを篠宮聾するために政界に出たい.

Mr. Joseva 
活動の拠生計点プとなロるジ事z積タト所.の学股校立か.ら草拒の絶緩されレ

事喜宿所を段け、簡害児の学校を建設し、障害者に
358 Fiji VEREVOU (Joe) 2002 Teacher Suva Special School 障支緩害.者適応住宅。生活保組。小規模ビジネス 現在進行中のプロジzタトへの資金援

{肢体}
Jた〈障，"害IT)児のためのー学，校.建.股. 助.

教育と庖用の機会を与える.その後、生許プロジz
クトを立ち上げる.

お

Mr. Samuel Kwesi 
Ghana Education 

368 Ghana ASARE 2003 
Assistant Se刊 ice(MampongAkwapim J者ICのA職の業=ースについて新聞に寄稿.聴覚障害

役立つ最新情報の縄供包過去の研修 JFO(ろうあ連盟}ぞJSRPOと強力なネットワークを

{纏覚}
Librarian Secondary IT echnical School 訓練をコーディネート.

胞載なし. 員のネyトワーク作り.過去の研修員
作る.

f町出eD・d が集会を聞き、団体を股立する.

329 Guyana 
Ms. Karen A.E. 

Doing research in cOl'Uunction コミzュアニネテスィの・トレー=ングの一つのダンス・ア フォローアップ事業で適応できるテク
纏策策定に携わり、南アメリカの障害者関係の鯛

HA比{肢体}
1999 Student w泊、 NationalCommission on ウ 知磁を研修中に得グてラ、ムそ.れを活用 記載なし. ノロジーを紹介してもらい、障害者の

査を施行して、纏策策定を左右する要因を探りた

Oisability している.車精子スポーツプロ キャリアの構築に役立てたb、. b、.陣容をもっ人の能力に合わせた雇用機会を傑
索する.

Foreign 
Ms. Oayana Gisell Language 

As。副acionNacional de ホンデュラス障害者協会役立。ホンデュラス隙
過去の研修員と経験を共有。世界の

社会の意磁を高めるためのキャンベーン.障害者
330 Honduras MARTINEZ (視 1999 Teacher 包綾なし.

障害者関連の会議やセミナーへの参

覚) (E掴 C叫 ve Oiscapasid・dosde Honduras 害者連盟創設. 加。障害者プロジェクトへの資金供
の扇用機会を生み出すプロジェクト.アクセシピリ

Oi阿武。r)
与.

ティを良くする.

352 Honduras 
Mr. Marco LOPEZ 

2001 President 
National 81ind Sp。同s

視デスポィ覚ネー障-ツ害9をのーすあ養るる際成人のプのエロスージポェズークのツト紹.視1介0覚ヶ.月障の害=者ーが
【視覚} Federation 

記般なし。 記械なし. 記載なし.
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『隠し宅Lー

Hong Kong 

India 

India 

Indonesia 

Indonesia 

Indonesia 

Indonesia 

Indonesia 

」ーー一ー ー

Mr.SaiCh..ong 
LEUNO (肢体}

MCHr.ARUaHi ASiNnゆ{視

覚)

F伺

Mr. Jav..d ABIDI 
{肢体}

Ms. Kasih ANI 
(肢体}

Mr. Agus D10NO 
{視覚}

M.， Pamikatsih 
NUGROHO 
{肢体)

M.. Sinta MARIA 
(肢体}

M.. Rina 
PRASARANI 
〈視覚}

Senior Social 
1995 

welfare officer 

S..nlor 
1990 Lecturer in 

Education 

Executive 
1995 

Oirector 

1989 Chairpe向。n

制。adof 
S旬 ndardizati。

1997 
n， <%冶ire前町.

③GeSneeem開1，祖⑥吋

Chairman 

1999 Director 

Coordinator 
Business 

2∞o Group&Manp。
wer Oept.， 
Human 
ResourC8-

2002 Secretary 
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1ID;;.知識の役て方 のー フロ ，、、σ3

医療YーシャJレワーカーへの上級訓練.日ハピ 過告の研修員のためにWebを立ち上
Social W..lfare O..pa同ment Hテーション分野の職員研修。 CBRへの新制 記載なし. げて欲しP.研修の復活コースを股け 香港のリハピリテーションの纏策に携わり続ける.

度の噂入. て欲しb、.

教育を受けた視覚障害者のための団体を股立し、
National Institut.. for世国 視覚障笹のある女性のためのセミナー・ワーク

英語版の是新情報.支纏団体の名前。 JICAプログラムの愚新情報を得る.
指利と責務に対する意臓の砲立を図る.特に少

Visually Handicapp..d ショ'"プの開催. 女、女性に対して結る.また、視覚障害のある女性
のエンパワメント.

National C..ntr.. for Promσ討。n
97年にDPIの地緩集会とインドでリーダー=ー 過告の研修員のためのニュースレ
スを開催.国立腹用促進センターの会長就 記載なし. ターかフォーラムが聞けたら良b、と恩 アジア・大洋州のDPIで積極的に活動する.

of Employment 佳.DPIのインド代表. う.最新の住所録があれば良い.

駿業斡旋サーピスの開発計画のワークショップ開
値.全ての州においてメディアを使つてのアドポカ

障害者問題の世界の動向の情報。予算操 シー.法律や規則によるアドポカシー.データベー
Agencies for世，.. 障害者関連のワークショップ・シンポジュウムの 作を含む効果的な職業配値について学び 見化.職業斡自信事業担当官に対する訓練。 1%の
Empowe円nentof Persons wi廿3開催。「舵労障害者のためのエンパワメント』を た"'03百万人の失策障害者がいるにも拘 帰国研修員のプロジzタト紹介.

者法の定た雇め用の率交に通つアいシてzのhセ障ミナ害ー者e職障業害訓の練あとるオ就ン労・Disabilities 目的とする協会を股立a わらず、専門的な聡業斡錠サービスがな
い.データの収集ができていない.

補ザ助・ジ具ョプの財圃Ji練政.復盤助度.障陣害容者のあのるた勤め労の者侵へ産の施昇設進。 I
材料.

(I)Directo同 tefor 
Rehabilitation and Social 

舵現を集任在めイしたンたのド修ネで会シ、をア過股で去立JのIしC参、Aそ加研の者修代の参表強加に力者Service of People w社h
04年に障害者続の会を綾立する.35歳以下のリー

ADHis福a岡bi1i.u②eshMdimnis闘uiya。fs。cial ダーシップ研修を企画し福て祉b向、る上.政府・非政府が関Louis 98年から障害者の社会リハピリテーションサー
記餓なし. なプネロジットェヲタートキタをプ希ログ留ラすムるへ.このれ支か鑓らをの 速してb、る障害者社会 チームを通して障

Brailla Found出。n，③ ピス〈施策とプログラム作成〉に携わっている.
害者の生活全般に関連する篇策やプログラムを作

Indonesia Association of 希望する.RANAPのメンパーとしてJ
成する。

PWO・S，④l[ndonesia SRPDからの情報徳供と=ンタクトを

Association of首、eEx-JICA 希宣する.

T問iningCou問eParticipan恒

InterAct Foundation(Self Help エレクトロエック・ディスアピリティ・アクセ見(EDA)
ピアカウンセリング。アクセシピリティキャンベー プログラムが資金不足のため目的が速成 を立ち上げる.'"レタトロエック図書館。ディスアピGroup for Pe問。nsw比h ン.池住流リーダーシッフ'研修(年2回). できなb、.交通アクセZが患い. 資金鍾助を受ける方法.

りテイエレクトロエクス断線センター。ワールドワイ
Oisability) ド・ディスアピリティ・アクセス.

Indonesian Ass曲目ati町、。f 農業都市開発(酢l錬指導入国外・園内の障害
ワークショップ。 ヲータショップを聞くための資金援助.記載なし.

Woman w社hOisabilities 者間違法律の本の収集.

アクセシピリティ、特に選挙の際の障害者のア 研修のフォローとb、うことで、プログラ
Indone副anAssociation of ム実現のための情報侵供。インドネシ 他の帰国研修員と共に陣害者の作業所
Woman wi出 Disabilities クめセのJ作~.視覚障害をもっ女性の就労.障害者た 記事量なし.

アにある資金鍾助団体を紹介して欲 (Workshop center)を発展させたb、.袋所(Workshopcenter)o 
t，It ¥0 
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Mr. Ashairi HAJI 
Malaysia SULAIMAN 

{肢体}

Mr. Mohammad 
Malaysia Sazali SHAARI 

(聴覚)

Mr. Wong Yoon 
Malaysia LOONG 

{視覚}

Malaysia 
AMJr.L eMVuEruEEReAsSwAarMm Y 

{肢体}

Ms. Uu CHOON 
Malaysia UAN (Grsce) 

(肢体)

Ms. Nyunt Nyunt 
Myanmar WIN 

{肢体)

Ms. Sushila 
Nepal 

PAUOEL (肢体)

Nepal 
MNYr.ARt』u伊bAy唱NEEat 

{肢体}

Mr. Ahmad Nawaz 
Pakistan MAUK 

(肢体}

l勾三nf 随置で璽E

Clerk (till 

1988 
14/11/2005， 
and going t。
retire) 

Executive 1991 
Director 

1992 Principal 

1999 President 

Public 
2003 

Relation 

2000 Instructor 

1996 P問 sident

2002 Pr・sident

Prosthe針。_ort
hotic 

1997 T echnician/ 
O同hopaedic
Technician 
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団 世巨
』 の て万 規のー・1 フロ ーへの

パーyナルコンピューターとプリンター1台

No時hport(Malaysia) 8HO NGOでマンパワーが足りず何も実現できてい ずつ.120人の利用者のため勉設建設費 JICAからの情報。将来、再度研修員 封筒印刷の作業所の建設.
ない. 用。 に会える機会を作って欲しい.

Malaysian F ederation of甘咽 JのFよDうのな伊団jを体真の似綬て1草の根開に手発就話プ任通ロ}訳。グマ研ラレム修ーー(JOシFDアD jICAの支援を受け、jFOとWFOの指導の下、ア

Deaf A手}話.プロジェクト{立OD(代A)表. 記載なし。 記載なし。 ジアの手話訓練コースを立ち上げる.

Gumey TI同 iningCentre. 日本点字図書館から寄贈されたパソコンを使
びわこミレ=アムフレームワーク(BMF)や 閉じ分野で成功した過去の研修員をMalaysian Association for廿咽 用して、 13カ国の120人の研修員にパソコン点

圏内・国際レベルの障害者活動に活猪に関わり、

81ind 駅の研修をした.
権利条約などの最新の情報. 訪問したい. 障害者の生活の向上につなげたい.

DAMAI Di珂 bledPersons 情報の共有盟去.世め界研的な障害者のQOL障害者に教育を受けさせる.障害者のリーダー

AMs国s1a。v。sIaiau。nSEL&KL 資金調途{パザー). 記綾なしa の向上.過 研修員とJlCA.jSRPO シ?プ研修の回数を増やす.ディシジョンメーキン
との関係の維持. グできる代表者を持つ.

Iを福C可Q祉を能事段に業置すのしる情て.報過最提去新供のの園研修員の迎携者日本の障害
Pe問 atuanKristian Shuang Fu 時間が無かった. 記斡なし. 提供。研修員が意見 記載なし.

交換でき学習できるプログラムの鑓
供.

最新のテクノロジー、日本の障害者制
Vocational Trsining School for 障害者スポーツ大会に参加(FESPIC/PARA

記載なし.
度・法律についての情報.研修・セミ 授藍縮般の股立のためにプロジzクトプロポーザ

Adult Oisabled GAMES). ナーに関する情報。過告の研修員と ルを出す.障害者2ポーツ訓練の=ーチをする.
の意見交徐a

プ東鶴トレなーら=びンにグ西を部実地纏嫌.1に5おいてローダーシッ 地方の草の根レベ会ル.ネのパ女ー性ルグ女ル4ープの人 障害のある女憶のために園レベルの会織を開催しNepal Oisabled Women 結. 歳以下の障害児対
Society 象のリハピリテーションプログラム。=ンピュー

たちの雇用の機会. 女性障害者 記綾なし。 たい.障害のある女性が専門的訓練を受けられる

ヲーや事務処理、秘書業務の訓練を提供。
協会の股立。 訓練施役を股立したも、.

ネパールでの日ーダーシップトレーエング。障害者
Nepal Society of廿18Disabled 障害者のためのアドポカシー.障害者団体間 日ーダーを養成する.パロアフリーな環療の

のネットワーク作り.施股の発展のために理事 強グ.進意.キャパシティビルディングトレーニン 記載なし.
のキャパシティピルディング.ネパールでのパリア

(NSO) 
会の刷新等. 般向上プログラム. フリー運障害動.者陣の害人者柑の政策策定のためのロピーイ

ング。 惜のアドポカシー.

過去の研修員と夫々のプロジェクトに
ついて経験を共有し、費用をかけず
にパキRタンでできる日ハピリテーショ GOとNGOの協力により身体障害児のための美術

義肢装具の製作方法伝俊と製作。社会福祉Nishtar Hospital 館職なし.
ンについて話し合いたb、.リハピリ 工芸リハピリーションセンターを建股したい.1つの

フォーラム(名誉監督). テーション関連のセミナーやワーク 抱段でリハピリテーションと膿業訓練を受けられる
ショップに彦加したい.後量躍の指導方 ようにしたい.
法.
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361 Pakistan 

一一ト一一

371 Palestine 

372 Palestine 

333 Pe叩

354 Peru 

362 Peru 

235 PhilippInes 

249 Philippines 

263 Philippines 

民=名

Mr. Muhammad 
Sheikt、AnF
{肢体}

Mr. Emad 
A.R.KHALED 
{肢体)

Ms. Sabah A旬

A{肢L体HA)TO 

Ms. E叩@問nza
VILLAFUERTE 
〈視覚)

Ms. Beatriz 
Pa廿iciaQUISPE 
{視覚}

Ms. Angela 
Giovana MAR削
〈筏覚)

Ms. Adela Avila 
KONO・

(肢体}

Ms. Jocelyn 
Cevallos GARCIA 
{肢体)

Mr. Marian。
Hermosisima. 
ABAYGAR 
(肢体}

l'司己E宣 耳礎票

President(ST 
EP). 

2002 Secretary 
General(OPI 
Pakistan) 

2003 Social W。市町

2003 Social Wo市町

Manager 
1999 

Oirector 

2∞t Pre割 dent

Teacher and 
2002 

Translator 

1989 gcpm。mpidaMny 

Chief 
1990 Executive 

O冊。er

Prc司ect
1992 

Manager 
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ー闘争 俊 必修二:ç，'J尋~j;回蛮金量主 }ヲ干 司克在の ース フォロ ツ ♂で1!2期径と ー椛宏監亘L
Students T alent Exchange 

過去の参加者や講師.また見学先のProgram. A鮪lia旬 dw・川、
人に再会することができたら、夫々の 陣害者の情報コミュニケーションセンターで情報の

National TI問iningCen廿'8for 2日聞のトレーニングセミナーの開催。 記載なし. プロジェクトに役立つと思う.フォロー インフラの開発のための仕事をし、国レベル、ま
Disabled Persons NTCDP .AI- は研修員のプロジzタトのェーズに た.国際的な障害者の研修とネットワーク作りに努

F arabi. Special Education 添って行われるべき. めている.

Complex 

Rehabilitstion Center for 新政センターをイスラエルに破廃され、何も始 日本での再度のリハビリテーション分 障害者のための美術工芸訓練のためのセンター
将来計画のための資金.

Pe問。nswith Disabilities められない状況。 野の研修. の股立(磁穣されたので).

Rehabilitation Center for 新政センターをイスラエルに破援され、何も始
車椅子の製作を始めようと建置宣した工場が

政治的な問題が解決され、 l目も阜〈隊害者の助
爆破されたので、再度建設する必慶があ 記載ない

Persons wi廿、 Disabilities められない状況。
る.

けとなる仕事をしたい。現在は最恵の状況。

Peruvian National 組ノレ織ー障改革害(者日選本挙の制陣度容勉者強運f動を真似て).ベ 障害者団体で参選のためのネットワーク作り会。ベノレー盲人連 プロジェクトのための技術協力と資金援
Organization of廿珊 blind

合会の10年計画作成'03-12).2年計画のプ 助。
最新情報の提供。 情報アクセスのための印刷所建設のための資金供

(ONCIP) ロジェクト=ーディネート。
与団体を探してb、る.

Association of T echnology and 視覚障害者のためのサイパ一方7ェの スクリーンリーダーのためのホーム
記載なし. 途隔地の障害者と共に活動する.

disability コーディネート ベージ。最新伎術についての情報.

Cercil. Rehabilitation Center 視覚障害者のためのサイパーカフェのコーディ 研修の際の鯨師にプロジェクトの相談をし 研修を共に受けた仲間に連絡を取り
。F廿咽 Blind ネ-1-. たい. たb、. 毘綾なし。

研修以後も修目員傑のをリZ持トちを実作行成ししててい欲るし
過去の研 今自後も現在の団体で活動を=ど続をけアるク. '07年までに

①he Je②suJse S.Avila hundatim アクセシピリティモ=1>リング.障害者用器具の
記載なし.

い.]ICAに過去の研修員のプロジz 分の町の学校・モールな セシプルにす
S8 Management Corp 作成.

ク去進ト行のを研状支修況援員をし年ては欲I1I回CしA報いに告.プ活すロ動るジしェてクbト、るの過
る.園内・外にネットワークを作り、フィリピン全土が
完全にアクセシプルになるようにする.

Tahanang Walang Hagdanan 生計プロジェクト。 CBRプログラム。現団体に
今回のフォローアッププログラムは自

CBRプログラムの舷張.陣容者の生計プロジェクト
記載なし. 分の知臓だけでなく、団体の事業の

Inc .. おいて運営・管理部門を担当.
プログラムを高める助けとなる.

の発展.

自助グループの強化。障害児のリハピリテー
リハピリテーションサテライト(CBR)への筏

遠進る.隔展草地さのせに根る住レ.むベ全障ルて害のの者人自に助が対グアルしクてセーのスプCでのBき強Rるプ化よロ。うグ主ラ張ムすをAssn. Of Disabled Person- 術的、財政的支援。ピサヤ地区において、
Iloilo 

ションセンターのサテライトの車'1自主.鱒害者共
リーダーとして潜在的な能力を持つ人に対

記載なし。
同組合の生産性センターのマネージャー@

してトレーェングの織会を与えて欲しい.
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Philippines 

Philippines 

Philippines 

PhilippInes 

Singapore 

Sinpp。問

So叫hA骨ic

S吋Lanka

S而Lanka

Sri Lanka 

Ms. MA  Rowena 

Lf肢.en体t4}as UROT 

Ms. Virginia 
Escobedo 
MONTILLA 
{肢体)

Ms. Maria Teresa 
8ayaya 
UDAUNDO (肢

体 }

Ms. Mylene .Jalac 
FEUX(Mye) 
{肢体

Mr. Eugene Soh 
YEWUN 
(肢体}

Mr. 8en Chemg 
Yiow ONG 
{視覚〉

Mr. Julius 
MbI、ikwa.. 
MAXA.JWE 
(聴覚}

Mr. R<!ja 
Senadheera 
MARASINGHE 
{肢体)

Mr. Walimuni 
Asoka .Mendis 
A8EYSEKERA 
{聴覚)

Mr. Dissanayake 
Mudiyanselage 
PREMADASA 
{肢体)

P同vate
1998 

Lawy・r

Head. Social 
2∞o Service 

Department 

2002 Pr・sident

Community 

2003 
Service 
Progr官 n
O仔'8cer

1989 記蟻なし.

1992 8railli坑

Provincial 
2001 Development 

0情。er

1989 Chairpe問。n

1991 
Hony 
Sec問旬ry

Hony 
1996 

President 
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』
ーの て 草草在。コー ス フロ への 有害手軍基E十姐』

Calbayog Federations of 
Pe問。nsw託hDi掴 bility

研修で得た知臓を他のメンバーに伝えた。 陣容別の実態調査. 記載なし. 障害者が生計を立てられるようプログラムを組む.

障害者センター股立のために地方政府と協
百 hanangWalang Hagdanan 

縫.プロジzタトプロポーザルを作成し、セン Je綾なし.
共に研修を受けた仲間のi患絡先を教 センターの股立.アタセシピリティ法と雇用均等法

b、。.
ターのシャトJレパzを得た.

えて欲しい. の制定に努める.

Gageyan ProvinciaJ.Fed・ration地方の陣容のある女性のための庖用プロジェ
記載なし. 記電車なし. 記載なし.

。，fWom・nwith Disabilities クトを立ち上げた。

生活保鰻を受ける必要のある障害者が多
J障IC害A者/JS状RP況Dをのフ最ォ新ロ情ー報.フィリピンの 一人でも多〈の障害者が生産性のある人になるよう

Tahanang Walang Hagdanan C=BミRュスェタテディィアツウアェーア.ネスセミナーの開催. 数いて、 TWHIだけでは全員を収容するこ
アップして欲し 奨励する.CBRのキャンペーンを継続し、障害者の

，"c.. とが出来ないので、プログラムを支媛してく も、. 助けとなる.
れる支援団体.

Ie館なし. 障害者福祉協会のローダーシッププログラム。 記載なし。 過去の研修員同士で連絡を取り合う. 記搬なし.

Singapor8 Association of出e アタセシピリティ・よプりロ他ジのェ障クト害(1者99の2-ェ現ー在ズ)も。目
点字しい関科連目のに製関品i、特したにも数の学.や科学などの

自分の飽カとリY-Aを使って視覚障害者コミュニ
本で得た知織に 理 記載なし.Visually Handicapped 
解できた.

鍵 速の. ティに貢献したい.

Deaf Federation of 
聴覚障害者自立プログラム. 砲覚障害者自立プログラムの継続資金。 資金援助.

聴覚障害者自立プログラムを園のプロジェクトにす

Mpumalanga る。

環境問宛プログラム.政府と共同で住宅プログ
Jを研たICし人修Aたをを研リ隠受ー修定檎ダ後評しーにて価を優もす選秀らる抜うな.制しリ燕度てー晴よ.ダら優りーし高秀にい度なな活なっ動

ネるれる情。。ッた報世中ト陣セワ央界容ンー財のタ者ク障政ーを団害益を作体分股金りの、野を置ア障股のすク害立最シる者.し新ョジ団ン、情ネプョ体報ブッラ問をプトンでワ提レにー情ー供資ク報スす金でをメる後選ン共た助出ト有めのすさすのた
Central Council of 0岨abled
Pe問。ns ラワムー.ク隊シ害，，，:'者プフ{ィ低ル価ム格フのェ車Zテ椅ィ子パ箆ル術.}3.週間の

館総なし.
ローダーの強力なネットワークを作る.
新し~'.JICA訓練プログラムのための めの障害者のデータパンクをE鉱作張るし.戦闘地戚(北・
方法愉を優秀なリーダーたちで作成 東耳目ラyカ}にもサーピ3えを 張、戦争で障害

する. 者になった人もカバーする.

日本で手富舌のテレビニ"._-Aを見てZリランカ 日本で日本語と日本語の手話を学 lIi4!覚障害のある青年を教育し社会で一般市民と同
Sri Lanka National 国営テレピでも始めた.日本のろう学校の教授 量量新手話表現法の調査とオーディオヒアリ u'、ろうあ者の教育を見学し、管年に じように生活できるようにする.手話を一般の人に

Organization of由。 Deaf 方法を真似てスリランカでも始めた.手話をー ングテスト方法を知りた~'. 対するコンピューター指導方法を学び 敏え、ろう社会との働け舗となってもらう.Aポーツ
般の人やプライベートセクターで教える. たい. の振興.手話通訳派遣.

99年にI台の=ンピューターで障害者5人に馴
陣容を富の里総あるし少英女国たちの庖用問題の早急解決。衣Sri Lar¥ka F oundation of 線を開始したが、現在はそれが股備の盤った

Rehabilitation of廿袖 Disabled センターになった.村落レベルにおけるリハピリ
宮E綾なし。 記綾なし。 服 に繍出する工業界で雇用してもら

テーシ'9ン.
う.
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313 Sri L..anka 

364 Tanzania 

244 Thailand 

365 Thailand 

Ms.Na問 yana
Geda間

KAMALAWATHI 
(肢体)

Mr. Palemon 
Gast。
RUJWAHULA 
(肢体)

Ms. Chi問 pa
N附'ATAPANT
(聴覚)

Mr. Quanchai 
KERDDAEN (視
覚}

一議

1997 
Presidenνc。
-cordinator 

Secretary 
2002 

General 

Oivision of 
1990 Deaf Project 

2002 Student 
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I苛 4本 柑tflJ'T得た知践の役 ヲ亨 の ..::<: フォロ へめ)JUI手寺

境陣年庭容にプ園対ロの芸グあしプラてるロム女のジを職性ェ=ク業をート組訓.デ織戦練ィ争化.ネ障負す-害る傷h.者者家障重の量奮嘗加た飼のにめ育あよのとるるイ家脅環ン 障害者のための法律の制定を発起する.戦闘地

Association of w町 nenWI廿、
リーダーのためのエンパワー・カウン 織における障害者数育プログラム.擁審者の生計

disabilities カムジェネレーションプログラム.鍵民キャンプ
障害者のための纏股. セリング・トレー=ングプログラムを股 プログラム.政府・非政府組織へ就労のための臓

の障害者のためのインカムジェネレーションプ
けて欲しb、。 業訓練。カウンセリングを通じて障害者が徳利を獲

ログラム.餓民キャンプの家族のためのエンパ
得するための支援。

ワー・カウンセリング・技能開発プログラム.

タンザエア隊害者団体の事務局長.アフリカの 強力で独立した障害者団体をタンザ=アに役立し
T anzania Association of 

団体で建物を股立し、必要な用具のプロ

theDisabled (Chawata) 
10年の実行香員会軍事員・相援役。タンザエア ジェクトプロポーザルを日本大使館に徒出 記織なし.

たい.障害者が社会で生活してb、くための資質を

貧困倹滅政策プログラムの調査役. したが承認されなかった.
身に付け、平等な権利を有することを主張してb、き
たい.

Ratcha副JdaCollege. Mahidol 業えタイ、}を語通聴訳手覚者話障をの害育雷者成語すに教教る育.え者タるにイ.聴な一る覚般。障のタ害イ人穏者に連(タ書イ盟き籍と雷をM毒S事記載なし。 記載なし.
Unive問 ity

記載なし。

ワード、インターキット、フォトショップなどを教える.

帰国研修員と最新情緑町共有・交

Uni時間ityof Leeds 視覚障害をもっ学生のためのキャンプ主催。 記載なし.
換.JICAまたは関係機関によるフォ 自分の知餓と能力を特に隊寄者の教育、庖用分
ローアップトレーエングを実施して欲し 野のために使い貢献したい.
~、.



準まうF斗 6
事業実施経過

1.事前打合の状況

平成 15年 11月21日(事務淳絡)

JICAより帰国研修員フォローアップ(ネットワーク化・情報提供支援)に関する協力

検討を依頼される。

(1) 目的

過去に実施した技術協力の成果を将来的に維持発展させることを目指し、本邦研修

のフォローアップの強化に取り組んでいること。}

帰国研修員及びその同窓会やカウンターパート機関、さらには技術協力プロジェ

クトに関わった日本国内の協力機関等は、わが国の技術協力の効果の維持発展に資す

べき貴重な人的資源であるという認識に立ち、本邦研修の成果を展開させていくため

の活動に対し積極的に支援を行うことを目的とする。

(2)事業内容

1)ネットワーク化及び情報提供支援サービスを実施する。

2)帰国研修員と日本側関係者、並びに帰国研修員相互の人的ネットワークを維持・

発展させ、協力関係を増進し、この一環で、帰国研修員を開発課題分野における

事業の人的資源として活用するものである。

(具体的な活動)

① 課題別ホームページの運営

② メーリングリストの運営

③ 要求・要望による助言・情報提供

④ 課題別電子会議室の運営

⑤ 帰国研修員の人材活用制度の構築と活用

⑥ 本邦研修終了後の帰国研修員活動支援

⑦ その他

平成 16年2月 19日(フォローアップ事業についてヒヤリング)

出席者松永正英:JICA東京業務第二課長、現調査役

木下真理子:JICA東京業務第一課

沼田千好子:日本知的障害福祉連盟事務局長

上野悦子:!Jハ協国際専門職

(1)事業の位置付け

JICA東京のトライアル事業(平成 15年度から 16年度、以降も検討される。)

(2)事業に関する JICAのねらい

日本での研修の成果を根付かせ、内在化、内発的発展を促す。そのため、研修
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内容を良くしたい。帰国研修員には将来的に、

への協力の担い手になってほしい。

(3) JICAの将来構想

JICA内で、障害担当部署を置き、専門性を持つ職員を置く。活動としては、

日本と途上国の相対比較調査研究。

リハ協への依頼内容

① 平成 16年 3月中旬には委託契約をしたい。(予算上限 500万円)事業完了

は 16年 10月末。

ニーズ調査 (16年夏までに終えること。)

コーチング(帰国研修員への専門的アドバイス)

ネットワークの構築

情報・資料提供

その他

調査の際、現地で帰国研修員が何らかの事業を実施できる場合は、別途、

事業予算を組むことが可能。(ワークショップ、セミナー開催など、上限2

万ドル)

日本のパートナーとして他国

②

③

④

⑤

⑥

 

(4) 

平成 16年 3月 15日・ 17日(事業企画案について内部検討会)

(1) 目的について

(2)平成 16年度事業案

①検討委員会の設置

② 現状把握及びニーズ調査

③ 次年度以降のフォローアップ方法の検討

④ トライアル事業の実施

⑤ 資料の翻訳(和文の英訳)

⑥ ホームページの開設

(3)期待される効果

(4)スケジュール案

(5)予算案

平成 16年4月7日 (JICAと業務委託契約の締結)

(1)実施主体:財団法人日本障害者リハビリテーション協会

(独立行政法人国際協力機構JICA東京からの委託事業)

(2)名称:障害者支援ソフト型フォローアップ事業「帰国研修員活動支援」

(3)委託業務内容

① 検討委員会の設置

② アンケート調査の実施

③ 帰国研修員リストの作成
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④ 現況情報の確認調査

⑤ ホームページコンテンツ開発

提供する情報の検討と作成

コンテンツの英訳・校正

(4)今後の検討課題のまとめ

(5)業務完了報告書の提出

(6)成果品

① 質問表

② 帰国研修員リスト

③ ニーズの取りまとめ

④ 提供情報案

⑤ 今後の検討課題

(7)事業完了期限 平成 16年 10月31日

(8)その他

平成 16年 11月以降の業務については、業務内容を別途見直し、改めて契

約を行うものであること。

平成 16年 4月9日意見交換会

(1)事業内容の確認

情報提供事業について

(2)アンケート項目の意見交換

日本知的障害福祉連盟のアンケート案をたたき台として検討。

(3)今後の予定について

検討委員は定員 6名のうち 4名は、専門家コース(現・就労コース)、リーダー

コースより各 2名とし、人選は各コース企画委員長に相談する。その他2名につ

いては、海外事情に精通している学識経験者とする。

2.検討委員会の開催状況

第 1回検討委員会(平成 16年 5月 12日:戸山サンライズ)

(1)検討委員の紹介

(2)事業の意義・目的の説明:中野勉JICA東京人間開発チーム主査(現・チーム長)

(3)対象コースの説明

(4)今年度事業の説明

(5)アンケート項目の検討

(6)その他

第 2回検討委員会(平成 16年9月3日:JICA本部)

(1)アンケート調査報告:リハ協
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(2)資料翻訳関係の現況報告:リハ協

(3)調査結果中間報告及び意見交換

① 今回の調査でニーズの把握はできた

② 情報提供の方法として、回答者のほとんどがインターネット使用可能なため、

ホームページを開設

各国にホームページ管理者を設置

コンテンツは調査結果で明らか

事例の紹介(成功例、失敗例)団体の紹介

調査結果の分類整理が必要

フォローアップミッションの必要性

回答数が少ないため、もうー工夫し別途検討、ただし、事業報告等の関係か

ら9月 30日締め切りで再調査する

日本の団体が行っている海外を対象とした研修制度の紹介

③

④

⑤

⑥

⑦

③

 

⑨ 

第 3回検討委員会(平成 16年 10月 20日:JICA本部)

(1)アンケート追加調査の現状報告

(2)資料翻訳の経過報告(英訳の完成は 11月末になる)

(3) フォローアップ後半事業の検討

アンケート関係の実施状況

(1)平成 16年 6月4日(第 1回調査の実施)

アンケート 27通(点字版)自宅住所あて送付

(2) 同年同月 5日(第 1回調査の実施)

アンケート 347名、自宅住所あて送付

(3)平成 16年 6月 15日(第2回調査の実施)

検討委員、リハ協職員の協力を得てメールアドレスを調べ、メールによる調査を実施。

(4)平成 16年 7月 16日 回答 64通受理

(5)平成 16年 7月 22日 回答 73通受理

① 各国のキイパーソン、協力者に帰国研修員リストを送付

② 回答者および同じ事務所の者に対して回答促進の協力を依頼。

③ あて先不明は、勤務先に再送。(効果なし)

(6)平成 16年 8月 25日 総数 90通の回答受理。

(7)同年同月 30日 総数91通の回答受理集計作業に入る。

(8)平成 16年 9月6日(内部検討会:リハ協)

出席者:上野博検討委員、上野悦子、中谷桂子

① 回答数の増加を図るための方策を検討。

② 回答者から未回答者へ回答方の依頼。

③ 上野博検討委員に個人的に連絡を取り合っている帰国研修員に対する回答方の

司

t
A
笠

3. 



協力を依頼。

④ ネパールJICA事務所の西村愛志氏に協力依頼。(電話もないため、時間がかか

り、結果的に 3名の回答を得る。)

⑤ JICAからインドネシアに派遣している谷口大司専門家に協力依頼。

(10月 27日に谷口専門家より回答、 30名に対し調査・照会を行った結果、

11名FAX照会、定年により所在不明 6名、転職・転勤による住所不明 6

名、物故者 3名、住所判明で音信不通 4名であり、 1通のみ回答を得る。

⑥香港、韓国、シンガポールは、 ODA卒業国のため、追跡調査は行わないこと

とする。

(9)平成 16年 10月6日(帰国研修員データによる調査)

① 中国・パキスタン・インドネシアの 3ヵ国情報による調査

② パキスタン 9通、インドネシア 1通、中国 FAX6通、メール 16通を発信。

③ 和山、滝沢職員により回答者経由で未回答者へコンタクトを取る。(コンタク

ト方法は、メール、 FAX、電話とした。)

④ 上記の①~③による結果は、転職、転勤により連絡不能、 Fi立照会の 9割は、

番号の変更か返戻された。

⑤ 回答者 1名を得る。

4.資料提供関係の実施状況

(1)平成 16年 6月 11日

小俣典之検討委員から「サービスの手引き」にしてはどうか。との提案を受ける。

(2)平成 16年6月 15日

① 新宿区「福祉の手引き」、岩手県「保健福祉ガイドブ、ツク」を取り寄せ検討開始。

② 各検討委員から、「障害者の等級分類J、その他「障害者基本法英語版J、「身体・

知的・精神障害者実態調査J、「海外との交流を実施している日本の障害者団体

リスト」の掲載の提案を受ける。

(3)平成 16年 7月 30日

① 福祉サービスは自治体により内容が異なるため、「国の制度」に統ーした。

② 資料は、「日本の障害者福祉Jとし、障害者白書(平成 16年度版内閣府)、障害

者のための福祉2004(中央法規出版)、障害保健福祉六法(中央法規出版)等

を参考にし、作成することとした。

また、「障害分野関連の法律Jは、平成 9年度リハ協作成の「障害分野関連の

30の法律」を基に加筆訂正を行い、作成することとした。

(4)平成 16年 8月 4日 日本の障害者福祉の翻訳外注。

(5)平成 16年 11月 15日(翻訳校正)

奥野英子氏(筑波大学院助教授)へ最終校正を依頼。
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